
町からのお知らせ

・「野木町№１クイズ王は誰だ？」開催のお知らせ

・風しん抗体検査の実施

・町職員の募集

広報連絡委員レポート

元気な高齢期「健康寿命」を長く延ばそう

シリーズ野木町のごみ処理営

「ごみの排出量と削減について」

広 報 の ぎの ぎｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ｎｏｇｉ.ｔｏｃｈｉｇｉ.ｊｐ

水と緑と人の和でうるおいのあるまち…………野木町

Vol.５０２

2013

… １

… １

… ２

… １０

…裏表紙

… ２

祝 町制施行５０周年

７月２１日は参議院議員通常選挙の投票日です。

町の人口

第 １ 期

全 期

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

今月の納期
固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者
医療保険料

第２期

第１期

第１期

第１期

６月１日現在
人口男１２，５８６人

女１２，８２２人
計２５，４０８人

世帯数９，３１９

町の人口

町の花「ひまわり」



(２)

投
票
日
時

７
月

日
（
日
）

２１

午
前
７
時
～
午
後
８
時

《
公
示
日

７
月
４
日（
木
）》

期
日
前
投
票
期
間
・
時
間

７
月
５
日
（
金
）～

日（
土
）

２０

午
前
８
時

分
～
午
後
８
時

３０

期
日
前
投
票
所

役
場
本
館
１
階
第
１
会
議
室

持
っ
て
く
る
も
の

入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

※
７
月
４
日
に
発
送
し
ま
す
。

投
票
で
き
る
方

○
年

齢

平
成
５
年
７
月

日
以
前
に

２２

生
ま
れ
た
方

○
住

所

平
成

年
４
月
３
日
以
前
に

２５

野
木
町
に
転
入
届
を
し
た
方
で
、

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
方

※
公
職
選
挙
法
に
よ
り
選
挙
権

の
な
い
方
は
、
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

期

日

前

投

票

と

は

？

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
理
由
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

場
合
は
、
投
票
日
前
に
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
期
日
前
投
票

を
行
う
日
に
選
挙
人
名
簿
登
録
者
で

満

歳
に
な
ら
な
い
方
（
７
月

日

２０

２２

ま
で
に
満

歳
に
な
る
方
）
は
、
不

２０

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

※
期
日
前
投
票
を
す
る
際
に
は
、

「
宣
誓
書
」の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

宣
誓
書
は
、
期
日
前
投
票
所
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
が
、
事
前
に

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
期
日
前

投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
自
筆
で
記
入
し
た

も
の
を
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も
結

構
で
す
。

不

在

者

投

票

と

は

？

投
票
所
に
行
け
な
い
方
の
た
め
に
不

在
者
投
票
・
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

・
遠
方
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方

・
指
定
病
院
等
に
入
院
又
は
入
所
さ
れ

て
い
る
方

・
介
護
保
険
法
で
要
介
護
５
の
方

・
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方

な
ど

※
そ
れ
ぞ
れ
あ
て
は
ま
る
要
件
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
手
続
き
に
は
時
間
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※「
介
護
保
険
法
で
要
介
護
５
の
方
」

あ
「
身
体
に
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
」

に
あ
て
は
ま
る
方
は
、
事
前
に
証
明

書
の
発
行
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
選
挙
公

報
は
、
新
聞
折
込
み
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
町
役
場
、
町
公
民
館
、
町

立
図
書
館
、
町
文
化
会
館
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
き
ら
り
館
、
野
木
駅

自
由
通
路
に
備
え
付
け
ま
す
の
で
、

ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

７月２１日
参議院議員通常選挙の投票日です。

問町選挙管理委員会事務局

（町総務課内）撒（５７）４１１４姉（５７）４１９０

死soumu@town.nogi.tochigi.jp

○入場券は、圧着ハガキで郵送いたします。
（ハガキ１枚に４人分掲載されます。）
お名前等をお確かめの上、切り取り線に沿って切って投票所
にお持ちください。



(３)

☆南赤塚小学校・新橋小学校・佐川野小学校は、
軸 雫効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効

投票場所が体育館から「教室」へ変更になりました。
軸 雫効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効

参議院議員通常選挙

～一票で 届けるあなたの 熱い声～

投票所案内図

汽サイレン吹鳴のお知らせ汽
投票日の７月２１日は、投票日である周知と棄権防止や投票参加を促すため、野木町一円にサイ
レンを吹鳴しますので、火災などとお間違えのないようお知らせします。

午前７時・正午・午後７時 ２０秒吹鳴 １０秒休止 ２０秒吹鳴

投票区域
本新田

下影

角新田

上羽毛田

中古屋

友下 友西

友沼小学校１階教室
（第１投票所）

投票区域
松原１

松原２

松原３

松原４東のJR

宇都宮線西側

松原４西

松原コミュニティセンター
（第２投票所）

投票区域
野木１の１
野木１の２
野木２
ひまわり団地
野木３ 野木４
野木５ 野木６
野木原

野木会館
（第３投票所）

投票区域
野渡１
野渡２の１
野渡２の２
野渡３ 野渡４
富岡 野渡５
野渡６ 狐塚１
狐塚２ 陽光台

野渡コミュニティセンター
（第４投票所）

投票区域
矢畑 中根 御門

座又 行家 北斗

中之内 篠山１

篠山２ 中谷１

中谷２ 中谷３

中谷４

南赤塚小学校１階教室
（第５投票所）

※変更になりました。

投票区域

丸林東上１

丸林東上２

丸林東上３

丸林東中１

野木町公民館
（第６投票所）

投票区域
芝山１
芝山２
新橋西１
新橋西２
新橋西３
卯ノ木１
卯ノ木２

新橋小学校１階教室
（第７投票所）

※変更になりました。

投票区域
丸林西上
丸林西中１
丸林西中２
丸林西中３
丸林西中４
丸林西下
（プレシーン）

丸林西会館
（第８投票所）

投票区域
丸林東中２

丸林東下１

丸林東下２

丸林東下３

丸林東下４

丸林東下５

土地区画整理記念会館
（第９投票所）

老人福祉センター（ホープ館）

（第１０投票所）

投票区域
新橋東１
新橋東２
新橋東３
大塚１大塚２
ブルーミングガーデン野木
松原４東のJR
宇都宮線東側

投票区域

潤島１

潤島２

潤島３

潤島４

潤島コミュニティセンター
（第１１投票所）

投票区域
若林１若林２
佐川野上
佐川野中
佐川野西
佐川野下の１
佐川野下の２
佐川野下の３
佐川野下の４

佐川野小学校１階教室
（第１２投票所）

※変更になりました。

投票区域

川田１

川田２

川田３

川田集落センター
（第１３投票所）



(４)

野木町の今昔
昭和３８年（１９６３年）１月１日、町制が

施行され「野木町」が誕生した。

同年２月１６日には「野木駅」も新設

され、正午より同駅前西口広場で町

制施行と野木駅開設の祝賀式が盛大

に挙行された。

町
制
施
行

周
年
を
記
念
し
、
貴
重
な
写
真
で
野
木
町
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

５０

今
回
は
、
野
木
駅
開
通
時
の
様
子
や
、
駅
周
辺
の
風
景
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
も
昔
の
野
木
町
を
写
し
た
貴
重
な
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

政
策
課
秘
書
広
報
係
撒（

）４
１
３
４
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

５７

野木駅を南側から見た風景

階上から小山方面を見た風景

現在の様子

現在の様子

野
木
駅
開
通
時
の
様
子

閣

閣

町制５０周年記念特集

（
野
木
町
史
歴
史
編
よ
り
出
典
）



今
年
は
農
園
活
動
と
し
て
う
ね

作
り
か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

ま
で
自
分
た
ち
で
や
り
ま
し
た
。

地
域
の
方
に
は
く
わ
の
使
い
方

や
船
底
植
え
な
ど
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
お
手
本
の
よ
う
に
う

ね
を
山
に
す
る
の
が
難
し
か
っ
た

で
す
。
植
え
た
苗
が
大
き
く
育
っ

て
ほ
し
い
の
で
、
今
後
も
が
ん
ば

っ
て
世
話
を
し
た
い
で
す
。

（
六
年

大
森

お
お
も
り

麻
有
）

ま

ゆ

二
時
間
目
に
四
・
五
・
六
年
生

が
う
ね
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

三
時
間
目
は
ぼ
く
た
ち
も
お
い
も

の
な
え
を
う
え
ま
し
た
。

う
え
か
た
を
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
ん
で
う
え

ま
し
た
。
う
え
た
と
き
は
水
を
あ

げ
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
を

聞
い
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
な
え

は
強
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

こ
ん
ど
家
で
う
え
る
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
教
え

て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
三
年

黒
須

く

ろ

す

蒼
生
）

そ

う

い

ば
っ
て
ボ
ー
ル
を
取
り
ま
し
た
。

取
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

（
四
年

保
坂

ほ

さ

か

竜
二
）

り
ゅ
う
じ

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
活
動
】

本
校
で
は
以
前
よ
り
、
地
域
内

の
水
田
を
お
借
り
し
て
稲
作
り
を

し
た
り
、
校
地
内
の
広
い
農
園
を

生
か
し
て
一
人
一
苗
の
野
菜
作
り

を
し
た
り
す
る
な
ど
、
様
々
な
栽

培
活
動
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

児
童
数
が
減
り
つ
つ
あ
る
現
在
、

全
校
児
童
で
一
緒
に
取
り
組
め
る

活
動
を
、
と
い
う
こ
と
で
今
年
か

ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
班
ご
と
に
サ
ツ
マ

イ
モ
を
育
て
る
活
動
に
変
更
し
ま

し
た
。

五
月
二
十
二
日
に
は
地
域
の
方

や
保
護
者
の
方
の
御
協
力
を
得
な

が
ら
、
自
分
た
ち
の
手
で
畝
を
作

り
、
苗
の
植
え
付
け
を
行
い
ま
し

た
。

ぼ
く
は
、
た
い
り
ょ
く
つ
く
り

の
じ
か
ん
に
、
ひ
ゃ
く
し
ゅ
う
め

ざ
し
て
は
し
っ
て
い
ま
す
。
さ
い

し
ょ
は
ぜ
ん
ぜ
ん
の
ぼ
れ
な
か
っ

た
の
ぼ
り
ぼ
う
も
、
い
ま
は
す
こ

し
の
ぼ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ち
ば
ん
う
え
ま
で
の
ぼ
れ
る
よ

う
に
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
一
年

天
谷

あ

ま

や

松
佐
）

し
ょ
う
さ

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
班
活
動
】

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
縦

割
り
班
を
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
呼
び
、

一
緒
に
遊
ぶ
フ
ァ
ミ
リ
ー
共
遊
や

除
草
活
動
、
児
童
会
行
事
な
ど
を

行
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
共
遊
で
、
ち
が
う

学
年
の
人
と
遊
ぶ
と
楽
し
い
で
す
。

六
年
生
が
進
め
て
く
れ
て
す
ご
い

な
あ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
前
の
共
遊
で
は
、
み
ん
な

が
楽
し
そ
う
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を

や
っ
て
い
た
の
で
、
ぼ
く
も
が
ん

【
音
読
・
群
読
】

声
を
出
し
合
っ
て
表
現
す
る
力

を
身
に
付
け
る
た
め
の
時
間
を
設

け
て
い
ま
す
。
立
腰
に
引
き
続
き

十
分
程
度
、
詩
や
物
語
な
ど
を
、

み
ん
な
で
読
み
合
い
ま
す
。
群
読

と
は
、
役
割
を
決
め
た
り
、
リ
ズ

ム
に
の
せ
た
り
す
る
な
ど
、
シ
ナ

リ
オ
を
作
っ
て
工
夫
し
た
読
み
方

を
す
る
も
の
で
す
。

ぐ
ん
読
で「
ヤ
ダ
く
ん
」を
読
み

ま
し
た
。
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
読
む

の
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、

み
ん
な
で
詩
を
読
み
た
い
で
す
。

（
二
年

老
沼

お
い
ぬ
ま

朱
里
）

あ

か

り

【
体
力
つ
く
り
】

二
校
時
後
の
休
み
時
間
を
利
用

し
、
五
分
間
の
体
力
つ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
児
童
が
生
涯

に
わ
た
っ
て
運
動
に
親
し
め
る
よ

う
、
体
力
の
基
礎
を
養
う
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

佐
川
野
小
の
特
色
あ
る

教
育
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

【
立
腰
（
り
つ
よ
う
）】

腰
骨
を
立
て
、
背
筋
を
伸
ば
し

た
姿
勢
が
自
然
に
で
き
る
よ
う
、

毎
朝
二
分
間
、
全
校
児
童
が
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
同
時
に
、
深
い

腹
式
呼
吸
を
す
る
こ
と
で
、
気
持

ち
を
落
ち
着
け
て
い
ま
す
。

ぼ
く
た
ち
の
学
校
で
は
毎
朝
立

腰
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。
八
時
五

分
に
は
席
に
着
き
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
深
呼
吸
を
し
ま
す
。
三
秒
吸

っ
て
三
秒
保
ち
、
十
秒
く
ら
い
か

け
て
ゆ
っ
く
り
は
き
ま
す
。

立
腰
を
す
る
と
心
が
落
ち
着
き
、

「
一
日
の
始
ま
り
」
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

（
五
年

川
井

か

わ

い

嵩
斗
）

た

く

と

(５)



(６)

投

稿
ひ
ま
わ
り
の
里
野
木
町

青
柳

雅
美

ひ
ま
わ
り
の
里
野
木
町
に
移
住
し

て
か
ら
丸

年
経
ち
ま
し
た
。

２８

月
日
の
過
ぎ
る
の
は
、
早
い
も
の
で

い
つ
の
間
に
か
、
白
髪
ま
じ
り
の
供
バ

ー
バ
僑
に
変
身
し
ま
し
た
。

子
育
て
に
明
け
暮
れ
、
中
々
日
々
の

生
活
に
ゆ
と
り
の
あ
る
状
況
で
は
な

く
、
回
り
の
方
々
の
助
け
を
お
借
り
し

て
何
と
か
我
が
身
を
ふ
り
返
る
事
の

で
き
る
年
齢
に
達
し
、
間
も
な
く
還
暦

の
大
台
を
迎
え
ま
す
。

元
、
野
木
町
に
住
ん
で
い
た
友
人
が

一
年
に
一
度
我
が
家
に
訪
れ
る
季
節

が
、
ひ
ま
わ
り
の
花
の
開
花
の
時
で

す
。今

年
は
ど
ん
な
話
の
花
が
咲
く
の

で
し
ょ
う
か
。

ひ
ま
わ
り
の
里
野
木
町
、
人
に
も
環

境
に
も
や
さ
し
い
町
で
す
。

心
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
、
そ
ん

な
町
に
も
っ
と
な
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

野
木
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

補
助
金
公
開
事
業
報
告
会
を
行
い
ま
し
た

４
月

日
に
平
成

年
度
野
木
町

２７

２４

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
補
助

金
が
交
付
さ
れ
た
９
団
体
の
公
開
事

業
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

投

稿こ
れ
ぞ
地
域
の
絆
だ

伝
統
行
事
潤
島
の「
花
ま
つ
り
」

潤
島
区

須
田
成
治

５
月
６
日
、
お
釈
迦
様
の
誕
生
日

を
祝
う
伝
統
行
事
「
花
ま
つ
り
」
が

潤
島
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
伝

統
行
事
の
伝
承
と
地
域
住
民
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
協
同
事

業
と
し
て
い
る
こ
の
行
事
も
年
々
盛

大
に
な
り
、
前
日
準
備
す
る
花
御
堂

飾
り
と
甘
茶
造
り
も
福
寿
会
・
区
役

員
・
育
成
会
役
員
・
子
ど
も
た
ち
が

一
緒
に
行
い
、
き
れ
い
に
で
き
あ
が

っ
た
花
御
堂
に
大
満
足
。
当
日
は
心

地
よ
い
快
晴
で
開
始
前
か
ら
沢
山
の

親
子
連
れ
で
会
場
は
大
賑
わ
い
、
花

御
堂
の
前
に
は
順
番
待
ち
の
行
列
が

出
来
、
お
釈
迦
様
の
立
像
に
甘
茶
を

注
い
で
手
を
合
わ
せ
て
頭
を
下
げ
、

お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
菓
子
袋
を
も
ら

っ
て
に
っ
こ
り
満
足
顔
、
他
の
ゲ
ー

ム
も
楽
し
ん
で
大
は
し
ゃ
ぎ
。
終
了

後
の
懇
親
会
も
お
母
さ
ん
と
子
ど
も

た
ち
・
地
区
役
員
・
高
齢
者
が
一
緒

に
な
り
、
お
し
ゃ
べ
り
と
笑
い
で
会

場
い
っ
ぱ
い
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し

た
。
地
区
内
の
老
若
男
女
が
協
同
で

計
画
し
て
集
い
楽
し
め
る
「
花
ま
つ

り
」
は
、
家
族
の
絆
・
地
域
の
絆
・

助
け
合
い
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り
の
場
と
し
て
欠
か
せ
な
い
貴

重
な
事
業
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
ぞ
正
し
く
「
地
域
力
」「
地
域
の

絆
」
な
の
で
す
。

〈
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
〉

第

回
野
木
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が

２７

行
わ
れ
ま
し
た

第

回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
６
月

２７

５
日（
水
）、
ひ
と
と
の
や
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

優

勝

鈴
木
春
夫

準
優
勝

大
森
浩
治

第
３
位

新
井
康
誠

一
般
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

川
島
喜
一

シ
ニ
ア
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

長
谷
川
信
夫

レ
デ
ィ
ー
ス
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

栗
田
美
栄

報告会の様子

トピックス ～町の話題・投稿～



1

居
住
す
る
女
性
お
よ
び
そ
の
夫
。

た
だ
し
、
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検

査
を
行
っ
て
い
て
、
自
分
の
抗
体

価
が
判
っ
て
い
る
人
は
除
く
。

料

金

１
０
０
０
円

実
施
医
療
機
関

小
山
地
区
医
師
会
加
入（
野
木
町
・

小
山
市
・
下
野
市
・
上
三
川
町
）

の
医
療
機
関
。
野
木
町
内
で
の
実

施
医
療
機
関
は
左
記
の
通
り
で
す
。

※
予
約
は
直
接
医
療
機
関
に
お
願
い

し
ま
す
。

広報の͗ 2013

କŻƹƞźƹƋ

〈野木町役場〉撒０２８０（５７）４１１１（代表）
〈野木町公式ホームページ〉http://www.town.nogi.tochigi.jp/

■
こ
こ
か
ら
抜
き
出
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 ※

中
学
生
は
保
護
者（
高
校
生
以
上
）

同
伴
で
１
組
と
認
め
る
。

受
付
場
所

町
公
民
館
ロ
ビ
ー

受
付
時
間

午
前

時
～
午
後
５
時

１０

※
受
付
時
に
開
催
要
領
・
出
場
票
を

配
付

※
代
理
受
付
可

※
出
場
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り
・
優

勝
者
は
認
定
書
・
副
賞
、更
に
ボ
ー

ナ
ス
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
賞
品
ゲ
ッ
ト

（
１
泊
２
日
ペ
ア
宿
泊
券
）

※
予
選
は
開
催
日
の
午
前

時
よ
り

１１

小
ホ
ー
ル
で
、本
選
は
午
後
２
時

よ
り
大
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

主

催
野
木
町
町
制

周
年
記
念
実
行
委
員
会

５０

「
野
木
町
№
１
ク
イ
ズ
王
は
誰
だ
？
」事
業
部
会

風
し
ん
抗
体
検
査
の
実
施

問
小
山
地
区
医
師
会

撒
０
２
８
５（

）５
９
９
３

２２

小
山
地
区
医
師
会
で
は
、
公
益
事

業
と
し
て
管
内
市
町
の
住
民
の
方
に
、

会
員
医
療
機
関
に
お
い
て
風
し
ん
抗

体
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実
施
期
間

平
成

年
３
月

日
ま
で

２６

３１

対
象
者歳

か
ら

歳
ま
で
の
出
産
を
予

１９

４９

定
ま
た
は
希
望
さ
れ
る
野
木
町
・

小
山
市
・
下
野
市
・
上
三
川
町
に

町
制

周
年
記
念
町
民
等
提
案
事
業

５０

「
野
木
町
№
１
ク
イ
ズ
王
は
誰
だ
？
」

開
催
の
お
知
ら
せ

問
「
野
木
町
№
１
ク
イ
ズ
王
は
誰
だ
？
」事
業
部
会

事
務
局
・
堀
越
撒（

）０
９
７
７

５７

撒
０
９
０（
３
８
１
５
）２
４
１
２

野
木
町
・
栃
木
県
に
関
す
る
ク
イ

ズ
や
雑
学
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
挑
戦
、

観
戦
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

８
月

日（
日
）

２５

午
後
２
時
開
演

※
一
般
観
客
午
後
１
時
受
付
開
始

場

所

野
木
町
文
化
会
館

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
・
全
席
自
由

※
先
着
３
０
０
名
様
粗
品
進
呈

【
ク
イ
ズ
に
挑
戦
す
る
出
場
者
募
集
】

申
込
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
左
記
期
間
内
に
受
付
場
所

へ
提
出

※
申
込
用
紙
は
町
公
民
館
・
き
ら
り

館
・
ホ
ー
プ
館
・
役
場
２
Ｆ
政
策

課
・
野
木
駅
・
図
書
館
・
ゆ
～
ら

ん
ど
に
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

７
月

日（
金
）～

日（
火
）

２６

３０

募
集
人
員

先
着
３
０
０
名

（
町
内
在
住
・
在
勤
者
で
中
学
生
以
上
）

କŻƹƞźƹƋ

住

民

票

自

動

交

付

機

停

止

の

お

知

ら

せ

７
月
６
日
（
土
）
～
７
日
（
日
）
終
日

７
月

日
（
土
）
～

日
（
日
）
終
日

２７

２８

シ
ス
テ
ム
改
修
作
業
及
び
電
気
改
修
工

事
の
た
め
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
。

電話番号住 所町内実施医療機関

(56)0280佐川野１８０６岩崎医院

(57)2510野渡２４５－２菊池クリニック

(54)5004野渡１０９７さくら診療所

(57)0056丸林４２１－９鹿野クリニック

(57)9811友沼６５０７－１寺内整形外科

(57)1０１１友沼５３２０－２野木病院
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2

町
職
員
の
募
集

問
総
務
課

撒（

）４
１
５
８

５７

職

種

一
般
事
務
職

８
名
程
度

受
験
資
格

平
成

年
３
月

日
現

２６

３１

在
、
大
学
・
短
大
・
高
等
学
校
・

専
門
学
校
卒
業
予
定
者
ま
た
は
卒

業
者
で
、
昭
和

年
４
月
２
日
以

６１

降
に
生
ま
れ
た
方
。

１
次
試
験
日

９
月

日（
日
）

２２

試
験
会
場

白

大
学

試
験
方
法

筆
記
試
験

申
込
受
付

７
月
８
日（
月
）～

８
月

日（
木
）

１５

※
来
庁

土
日
祝
日
を
除
く

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

※
郵
送

８
月

日
消
印
有
効

１５

受
付
場
所

総
務
課
人
事
給
与
係

採
用
予
定

平
成

年
４
月
１
日

２６

※
募
集
要
項
を
、
７
月
１
日（
月
）か

ら
総
務
課
で
配
付
し
ま
す
（
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）。

野
木
町
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
公
募

問
総
務
課

撒（

）４
１
１
４

５７

町
で
は
、
平
成

年
４
月
か
ら
野

１５

木
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
施

行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
で
は
、

町
議
会
議
員
が
政
治
倫
理
基
準
等
に

反
す
る
疑
い
が
あ
る
場
合
、
必
要
な

調
査
な
ど
の
処
理
を
行
う
た
め
、
政

治
倫
理
審
査
会
を
設
置
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

審
査
会
の
委
員
は
、
議
会
の
同
意

を
得
て
町
長
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、

任
期
は
２
年
と
な
り
ま
す
。

応
募
資
格

①
町
議
会
議
員
・
町
長
選
挙
の
選

挙
権
を
有
す
る
方

※
直
近
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載

さ
れ
て
い
る
方

②
政
治
倫
理
に
関
心
が
あ
り
、
審

査
会
に
出
席
し
て
い
た
だ
け
る
方

公
募
人
員

３
人

審
査
会
実
施
時
期

調
査
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
随
時

開
催
さ
れ
ま
す
。

応
募
期
限

７
月

日（
火
）必
着

１６

※
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選

応
募
方
法

任
意
の
用
紙
に
次
の
事
項
を
記
入

し
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
総
務
課
へ

①
「
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
応
募
」

と
明
記

②
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５
／
住
所
不
要
／

野
木
町
総
務
課

姉
（

）４
１
９
０

５７

死so
u
m
u
@
to
w
n
.n
o
g
i.to
c
h
ig
i.jp

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

ご
加
入
の
皆
様
へ

問
住
民
課

撒（

）４
１
３
７

５７

○
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が

更
新
に
な
り
ま
す

現
在
お
使
い
の
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
３１

日
ま
で
で
す
。
８
月
か
ら
使
用
す
る

保
険
証
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
の
色
は
、
今
ま
で
の

白
色
か
ら
う
す
い
藤
色
に
変
更
と
な

り
ま
す
。
８
月
１
日
以
降
は
新
し
い

う
す
い
藤
色
の
保
険
証
を
医
療
機
関

等
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
お
使
い
の
白
色
の
保
険

証
は
、
８
月
１
日
以
降
速
や
か
に
町

住
民
課
ま
で
返
却
し
て
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
に
つ
い
て

世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
は
、
診
療
を
受
け
る
と
き
に

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
の
支
払
い
が

一
定
額
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
に
な
り
ま

す
。
該
当
す
る
方
は
、
住
民
課
窓
口

に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
過
去
に
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受

け
た
こ
と
が
あ
り
、

年
度
の
負
担

２５

区
分
が
低
所
得
区
分
に
該
当
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
認
定
証
を
保
険
証
に

同
封
し
ま
す
。

お知らせ

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
９
５

５７

工
事
の
お
知
ら
せ
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予

問
住
民
課

撒（

）４
１
４
０

５７

栃
木
年
金
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）４
１
３
４

２２

国
民
年
金
保
険
料
は
、

年
間

４０

（

歳
～

歳
）
納
付
が
必
要
で
す

２０

６０

が
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
、

申
請
す
る
と
納
付
が
免
除
・
猶
予
に

な
る
制
度
（
学
生
の
方
に
は
特
例
制

度
）
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
納
め

て
い
な
い
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年

金
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
の
不
慮
の

事
態
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、
年

金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
と
き
、
ご
遺
族
が

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
保
険
料
の
免
除
を
ご
希
望
の

方
は
お
早
め
に
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

◇
各
制
度
の
主
な
内
容

臼
保
険
料
免
除

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
が
全
員
、

○
前
年
の
所
得
が
一
定
以
下

○
天
災
・
退
職
な
ど
の
た
め
、
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
非
常

に
難
し
い

こ
の
よ
う
な
と
き
、
申
請
し
て
認

め
ら
れ
る
と
保
険
料
の
全
額
ま
た
は

一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

渦
若
年
者
納
付
猶
予

歳
未
満
の
方
で
本
人
と
配
偶
者

３０
の
前
年
の
所
得
が
一
定
以
下
の
と
き
、

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

嘘
学
生
納
付
特
例

学
生
で
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下

の
方
は
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
制
度
で
免
除
・
猶
予
を

受
け
た
期
間
は
、
一
部
年
金
に
算

入
・
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間

申
請
さ
れ
る
方
は
年
金
手
帳
、
印

鑑
、
離
職
票
な
ど
（
平
成

年
３
月

２４

日
以
降
に
退
職
さ
れ
た
方
）、
学

３１生
証
（
学
生
の
方
）
を
持
っ
て
次
の

期
間
内
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

代
理
の
方
の
場
合
は
身
分
が
確
認
で

き
る
も
の
（
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

【
免
除
・
猶
予
】

○
Ｈ

・
７
月
～
Ｈ

・
６
月
分

２５

２６

→
７
月
１
日
～
Ｈ

年
７
月

日

２６

３１

○
Ｈ

・
７
月
～
Ｈ

・
６
月
分

２４

２５

→
～
Ｈ

年
７
月

日

２５

３１

【
学
生
納
付
特
例
】

○
Ｈ

・
４
月
～
Ｈ

・
３
月
分

２５

２６

→
～
Ｈ

年
４
月

日

２６

３０

◇
保
険
料
の
追
納

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予

が
認
め
ら
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
が
、
保
険
料

を
納
め
た
場
合
に
比
べ
て
少
な
く
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、

年
前
に
遡
っ

１０

て
保
険
料
を
納
め
て
、
最
初
か
ら
納

め
た
の
と
同
じ
状
態
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
追
納
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
免
除
・
猶
予
を
受
け
た

平
成

年
度
か
ら
平
成

年
度
の
保

１５

２２

険
料
を
追
納
す
る
と
き
は
、
当
時
の

保
険
料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
）
追

納
を
ご
希
望
の
方
は
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

中
学
校
一
部
選
択
制

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）４
１
８
２

５７

町
内
の
ど
の
中
学
校
へ
入
学
す
る

か
は
、
住
所
に
よ
る
通
学
区
域
に
基

づ
き
決
定
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
地
方
分
権
推
進
や
国
の

教
育
改
革
の
流
れ
を
受
け
て
、
児
童

や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
校

選
択
機
会
の
拡
大
と
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
通
学
区

域
制
度
の
規
制
緩
和
を
図
る
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

一
部
選
択
制
と
は
？

Ａ

従
来
の
通
学
区
域
を
残
し
た
ま

ま
、
毎
年
度
決
定
す
る
受
入
生
徒

数
の
範
囲
内
で
、
希
望
す
る
別
の

中
学
校
へ
の
就
学
を
認
め
る
も
の
で
す
。

Ｑ

希
望
す
る
に
は
？

Ａ

保
護
者
に
ご
申
請
い
た
だ
き
、

教
育
委
員
会
が
所
定
の
手
続
き
を

と
り
入
学
を
決
定
し
ま
す
。
卒
業

ま
で
通
う
こ
と
、
自
力
で
通
学
で

き
る
こ
と
な
ど
が
条
件
で
す
。

Ｑ

受
入
生
徒
数
（

年
度
入
学
）
は
？

２６

Ａ

野
木
中
学
校

名
１５

野
木
第
二
中
学
校

名
１５

※
受
入
枠
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

保
護
者
向
け
説
明
会

日

時

７
月

日（
土
）午
前

時
～

２７

１０

会

場

町
公
民
館

学

校

見

学

会

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
各

中
学
校
で
実
施
。
詳
し
い
こ
と
は
学
校

を
通
じ
て
保
護
者
に
ご
案
内
し
ま
す
。

人
権
施
策
推
進
審
議
会
委
員
の
公
募

問
県
人
権
施
策
推
進
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）３
０
２
７

募
集
人
数

２
名
以
内

募
集
期
間

７
月
１
日（
月
）～

７
月

日（
金
）必
着

２６

選
考
方
法

応
募
書
類
の
審
査
及
び
面
接

そ
の
他

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

お知らせ
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今
月（
７
月
）は

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
分
）の
納
期
で
す

問
税
務
課

撒（

）４
１
２
１

５７

納
付
書（
普
通
徴
収
分
）の
発
送
予

定
は
、
７
月

日
で
す
。
納
期
は
７

１２

月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
８
回
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
税（
以
下
、国
保

税
）は
、
私
た
ち
が
病
気
や
け
が
を

し
た
時
に
安
心
し
て
治
療
を
受
け
る

た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

◎
納
税
義
務
者

①
４
月
１
日
現
在
、
ま
た
は
そ
れ
以

降
に
野
木
町
国
民
健
康
保
険
（
以

下
、
国
保
）
の
被
保
険
者
で
あ
る

世
帯
主

②
４
月
１
日
現
在
、
ま
た
は
そ
れ
以

降
に
擬
制
世
帯
主
（
世
帯
主
は
国

保
に
加
入
し
て
い
な
い
が
、
そ
の

家
族
が
加
入
し
て
い
る
場
合
）
で

あ
る
方

◎
税
額
の
計
算
方
法

年
税
額
＝

均
等
割
＋
平
等
割
＋
所
得
割
＋
資
産
割

課
税
限
度
額
（
医
療
保
険
分

万
円
、

４７

介
護
保
険
分

万
円
、
後
期
支
援
分

万
円
）

１０

１２

◎
賦
課
算
定
の
対
象
年
齢

医
療
保
険
分

０
歳
～

歳
未
満

７５

後
期
支
援
分

０
歳
～

歳
未
満

７５

介
護
保
険
分

歳
以
上

歳
未
満

４０

６５

◎
被
保
険
者
の
異
動
届
出

国
保
の
加
入
・
脱
退
に
は
、
自
ら

町
住
民
課
に
届
出
が
必
要
で
す
。
加

入
届
出
が
遅
れ
る
と
、
国
保
税
を
遡

っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
脱
退
届
出
が
遅
れ
る
と
、
い
つ

ま
で
も
国
保
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

◎
所
得
の
申
告

所
得
の
少
な
い
世
帯
に
は
、
国
保

税
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
が
、
所
得
の

申
告
が
無
い
と
世
帯
の
所
得
状
況
が

不
明
の
た
め
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
必
ず
ご
申
告
く
だ
さ
い
。

※
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

対
象
と
な
る
方
に
は
、
９
月
に

「
特
別
徴
収
税
額
の
通
知
書
」
を
送

付
し
ま
す
。
次
の
①
～
③
す
べ
て
に

あ
て
は
ま
る
方
が
対
象
で
す
。

①
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
と

な
っ
て
い
る

②
世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者
の
全

員
が

歳
以
上

歳
未
満

６５

７５

③
年
額

万
円
以
上
の
年
金
受
給

１８

者
で
、
介
護
保
険
料
と
国
保
税

を
合
わ
せ
た
額
が
年
金
受
給
額

の
２
分
の
１
を
超
え
な
い

◎
非
自
発
的
失
業
者
に
係
る

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

こ
の
制
度
に
よ
る
軽
減
を
受
け
る

に
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
あ
て

は
ま
る
方
は
税
務
課
に
ご
申
請
く
だ

さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
自
立
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
社
会
全

体
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。
そ
の
費

用
の
一
部
は
、

歳
以
上
の
方
に
納

４０

め
て
い
た
だ
く
保
険
料
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

歳
か
ら

歳
ま
で

４０

６４

の
方
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

の
中
で
「
介
護
分
」
と
し
て
納
め
て

い
た
だ
き
、

歳
以
上
の
方
は
町
に

６５

直
接
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

○
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り

納
め
る
方（
普
通
徴
収
）

次
の
理
由
に
よ
り
、特
別
徴
収（
年
金
か

ら
天
引
き
）さ
れ
な
い
方
が
対
象
で
す
。

①
老
齢
基
礎
年
金
や
退
職
年
金
、遺

族
年
金
、障
害
年
金
の
受
給
額
が

年
額

万
円
未
満
の
方

１８

②
年
度
の
途
中
で

歳
に
な
っ
た
方

６５

③
年
度
の
途
中
で
野
木
町
に
転
入
し
た
方

な
ど

平
成

年
中
に
家
屋
を
新
築
等
に
よ
り

２４

取
得
さ
れ
た
方
へ

問
栃
木
県
税
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）３
４
１
３

２３

平
成

年
中
に
家
屋
を
新
築
、
増

２４

築
及
び
改
築
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
方

に
対
し
、
７
月
に
不
動
産
取
得
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
お

手
元
に
送
付
さ
れ
た
方
は
、
納
期
限

７
月

日（
水
）ま
で
に
最
寄
り
の
金

３１

融
機
関
又
は
県
税
事
務
所
窓
口
に
て

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

お知らせ

税 率

課税標準区分

介護保険後期支援医療保険

１人につき

６，０００円

１人につき

６，２００円

１人につき

２２，０００円
世帯内の被保険者数均等割

１世帯につき

６，０００円

１世帯につき

６，２００円

１世帯につき

２２，０００円
一世帯一律に平等割

１．３％１．５％６．４％
前年中の総所得金額

+山林所得金額－33万円
所得割

４．３％７．０％３３．０％
固定資産税額

(土地、建物にかかる分)
資産割
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平
成

年
度

２５

障
が
い
者
就
労
施
設
等
か
ら
の

物
品
等
の
調
達
方
針
の
公
表

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
９
６

５７

町
は
、「
国
等
に
よ
る
障
害
者
就
労

施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の
推

進
等
に
関
す
る
法
律
」（
平
成

年
法

２４

律
第

号
）
第
９
条
第
１
項
の
規
定

５０

に
よ
り
、
平
成

年
度
に
お
け
る
障

２５

が
い
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等

の
調
達
の
推
進
を
図
る
た
め
の
方
針

を
定
め
ま
し
た
の
で
、
同
法
同
条
第

３
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
し
ま
す
。

①
平
成

年
度
の
調
達
目
標

２５

平
成

年
度
に
野
木
町
が
障
が
い

２５

者
就
労
施
設
等
か
ら
調
達
す
る
物
品

等
の
目
標
を
、
次
の
と
お
り
と
し
ま

す
。

②
調
達
実
績
の
公
表

平
成

年
度
野
木
町
に
お
け
る
障

２５

が
い
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等

の
調
達
の
実
績
の
概
要
は
、
同
法
同

条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
２５

年
度
終
了
後
に
取
り
ま
と
め
公
表
し

ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
〈
公
社
〉野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

撒（

）２
１
３
７

５６

興
新
規
会
員
の
入
会
説
明
会

日

時

７
月

日（
木
）

１１

午
後
２
時
～
３
時

分
３０

※
野
木
町
在
住
で

歳
以
上
の
健
康

６０

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

※
電
話
連
絡
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

興
刃
物
研
ぎ

日

時

７
月

日（
金
）

１９

午
前

時
～
午
後
３
時

１０

場

所

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

興
障
子
・
襖
・
網
戸
貼
り

皆
様
か
ら
の
ご
依
頼
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お知らせ

品
目
等

物
品（
弁
当
・
そ
の
他
）

役
務

調
達
目
標
金
額

万
円

６０１
０
０
万
円

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

市町村税徴収強化月間２０１３夏

～あなたの税が未来を拓く～

い
ま
い
ち
ど
ご
自
分
の
納
付
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
税
務
課
撒（

）４
１
２
４
・
４
１
４
４

５７

★
全
県
下
一
斉
の
取
組

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図
る
た
め
、
７
月
～
８
月
を
「
市
町
村
税

徴
収
強
化
月
間
」
と
し
て
、
栃
木
県
と
の
協
働
で
、
全
県
下
一
斉
の
徴
収

強
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
一
人
ひ
と
り
が
町
を
支
え
る

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
ま
す
。
納

税
し
な
い
人
が
増
え
る
と
生
活
に
必
要
な
様
々
な
事
業
が
行
え
な
く
な
り

ま
す
。

★
自
主
的
な
納
付
を
鎧

町
で
は
、
住
民
の
皆
様
の
自
主
的
な
納
税
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
納
期

限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
財
産
の
滞
納
処
分
（
差
し
押
さ
え
・

公
売
な
ど
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
差
し
押
さ
え
財
産
の
調
査
の

た
め
、
滞
納
者
の
住
居
や
事
業
所
の
捜
索
、
自
動
車
差
し
押
さ
え
の
た
め

の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

滞
納
処
分
を
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
納
税
を

お
願
い
し
ま
す
。

★
町
で
は
税
収
確
保
に
向
け
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

納
税
相
談

町
税
な
ど
を
納
期
限
内
に
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
方
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

納
税
催
告

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
方
に
対
し
、
督
促
状
・
催

告
書
な
ど
の
送
付
、
電
話
催
告
、
自
宅
訪
問
、
勤
務
先
訪
問

を
行
い
ま
す
。

財
産
調
査

滞
納
者
の
財
産
に
つ
い
て
、
官
公
署
、
金
融
機
関
、
保
険
会

社
、
通
信
機
関
な
ど
に
対
し
調
査
を
行
い
ま
す
。

給
与
調
査

滞
納
者
の
給
与
を
差
し
押
さ
え
す
る
た
め
、
勤
務
先
に
対
し

給
与
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

差
押
処
分

不
動
産
・
預
貯
金
や
生
命
保
険
、
給
与
の
ほ
か
、
自
動
車
な

ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。
差
し
押
さ
え
後
も
納
付
さ

れ
な
い
場
合
、
差
し
押
さ
え
財
産
の
公
売
・
取
り
立
て
を
行

い
ま
す
。

広 告
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お知らせ

作
っ
て
み
た
い
料
理
等
を
公
募
し
ま
す

問
産
業
課

撒（

）４
１
７
４

５７

死sangyou@
tow
n.nogi.tochigi.jp

町
で
は
地
産
地
消
・
食
育
の
推
進

を
図
る
た
め
、
地
元
農
産
物
を
使
用

し
た
料
理
教
室
等
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
料
理
教
室
等
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
「
作
っ
て
み
た
い
料
理
」「
使

っ
て
み
た
い
食
材
」「
農
産
物
等
の
説

明
が
聞
き
た
い
」
な
ど
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
を
募
集
し
、
開
催
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
意
見
は

直
接
町
産
業
課
も
し
く
は
ｅ
メ
ー
ル

等
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
期
間

７
月
８
日（
月
）～

日（
水
）

３１

第
8
回
子
ど
も
ま
つ
り

み
ん
な
で

あ
・
そ
・
ぼ
外

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
２

５７

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
企
画
し

た
、
子
育
て
支
援
と
仲
間
づ
く
り
の

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
お
子
さ
ん

を
連
れ
て
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？

日

時

７
月
7
日（
日
）

午
前

時
～
正
午

１０

会

場

町
公
民
館

対

象

小
学
校
低
学
年
ま
で
の

子
ど
も
と
保
護
者

内

容

ゲ
ー
ム
、
本
の
読
み
聞
か
せ
、

折
り
紙
、

も
の
づ
く
り
、

昔
遊
び
な
ど

参
加
無
料

申
込
不
要
・
直
接
会
場
へ

※
催
し
に
参
加
で
き
な
い
小
さ
な
お

子
様
は
、
一
時
お
預
か
り
し
ま
す
。

※
親
子
と
も
、
動
き
や
す
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

の
ぎ
の
ん
ピ
ン
バ
ッ
ジ
の
販
売
を
し
ま
す
外

問
産
業
課

撒（

）４
１
５
３

５７

「
の
ぎ
の
ん
」
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
、
ひ

ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
に
て

野
木
町
観
光
協
会
が
販
売
し
ま
す
。

日

時

８
月
２
日（
金
）～
４
日（
日
）

販
売
場
所

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場

価

格

３
０
０
円（
税
込
み
）

「
野
木
町
・
栃
木
放
送

周
年
記
念
番
組
」

５０

カ
ラ
オ
ケ
大
会
出
場
者
募
集

問
栃
木
放
送

撒
０
２
８（
６
２
２
）１
１
１
１

今
年
、
町
制
施
行

周
年
の
野
木

５０

町
で
開
局

周
年
の
栃
木
放
送
が
、
記

５０

念
番
組
と
し
て
公
開
生
放
送
の
カ
ラ

オ
ケ
大
会
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

日

時

８
月
２
日（
金
）

午
前

時
～
午
後
１
時

１１

会

場

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
会
場
ス
テ
ー
ジ

定

員

先
着

名
２０

※
野
木
町
に
在
住
、
在
勤
の
方

※
カ
ラ
オ
ケ
の
Ｃ
Ｄ
又
は
テ
ー
プ
を

用
意
で
き
る
方

募
集
期
間

７
月
５
日（
金
）～

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切（
先
着
順
）

申
込
方
法

栃
木
放
送
へ
直
接
電
話
で
申
し
込
む
。

撒
０
２
８（
６
２
２
）１
１
１
１

栃
木
放
送
「
野
木
町
カ
ラ
オ
ケ
大

会
係
」
ま
で
。
氏
名
・
住
所
・
連

絡
先
・
曲
名
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
６
時

お
や
こ
食
育
教
室

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

自
分
で
や
る
っ
て
お
も
し
ろ
い
外

親
子
で
い
っ
し
ょ
に
作
っ
て
、
い
っ

し
ょ
に
食
べ
る
外
食
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
食

生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
「
お
や
こ

食
育
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
夏
の

食
材
を
使
っ
た
楽
し
い
食
体
験
へ
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

８
月

日（
金
）

２３

午
前

時
～
午
後
１
時

分

１０

３０

会

場

町
公
民
館

対

象

町
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

募
集
人
員

先
着

組
１２

参
加
費

大
人
３
０
０
円

子
ど
も
２
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

メ
ニ
ュ
ー

そ
う
め
ん
チ
ャ
ン
プ
ル
ー

（
予
定
）

サ
ラ
ダ
、デ
ザ
ー
ト

申

込

７
月
１
日（
月
）～

日（
木
）

１８

に
参
加
費
を
添
え
問
い
合

わ
せ
先
へ

主

催

町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

人

権

標

語

今
の
思
い声

を
出
せ
ば

伝
わ
る
よ

野
木
第
二
中
学
校

中
野
な
か
の

里
佐
り

さ

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２４
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下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
４
７

５７

日

時

月

日（
木
）

1０

３１

午
後
２
時
～
４
時

場

所

栃
木
県
自
治
会
館

（
宇
都
宮
市
昭
和
１
‐
２
‐

）
１６

申
込
期
間

７
月
１
日（
月
）～

８
月

日（
金
）

３０

※
当
日
消
印
有
効

申
込
書
類
の
配
布
時
期
・
場
所

６
月
下
旬
以
降
に
、
と
ち
ぎ
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー
及
び
町
上
下
水
道

課
で
配
布
し
ま
す
。

受
験
申
込
先

と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

〒
３
２
１－

０
９
７
４

宇
都
宮
市
竹
林
町
１
０
３
０－

２

撒
０
２
８（
６
２
６
）３
１
８
７

※
受
験
資
格
に
つ
い
て
は
試
験
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
で
測
定
し
て
い
る
環
境
放
射
線
量
な
ど
の
状
況

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
１

５７

こ
ど
も
教
育
課
撒（

）４
１
３
８

５７

町
で
は
、
環
境
放
射
線
量
な
ど
を

測
定
し
て
い
ま
す
。
最
新
の
デ
ー
タ

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
庁
舎
内
掲
示

板
な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
6
月

日
、
役
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

12

ポ
ス
ト
で
測
定
し
た
環
境
放
射
線

量
の
値
は
、

地
面
か
ら
の
高
さ
１
ｍ
で

０
・
０
5
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
、

で
し
た
。

◎
５
月

日
～
６
月

日
、
各
小
中

１１

１０

学
校
校
庭
で
測
定
し
た
環
境
放
射

線
量
の
値
は
、

最
大
０
・
０
9
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
、

最
小
０
・
０
4
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

で
し
た
。

※
平
常
時
管
理
基
準
は
０
・
２
３

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
で
あ

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
数
値
が
健
康

に
影
響
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

統
計
グ
ラ
フ
栃
木
県
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

問
県
統
計
課
撒
０
２
８（
６
２
３
）２
２
４
２

課

題

自
由
。
た
だ
し
、
小
学
４

年
生
以
下
の
応
募
に
つ
い
て
は
、

児
童
が
自
ら
観
察
ま
た
は
調
査
し

た
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
と

す
る
。

用

紙

Ｂ
２
判
（

・
８
唖
×

・
５
唖
）

７２

５１

※
紙
質
自
由
、
パ
ネ
ル
仕
上
げ
・
セ

ロ
ハ
ン
カ
バ
ー
不
可

応
募
点
数

一
人
で
何
点
で
も
可

※
２
枚
以
上
の
シ
リ
ー
ズ
作
品
は
不
可

合

作

１
つ
の
作
品
で
５
人
以
内

送
り
先

栃
木
県
統
計
課

〒
３
２
０－

８
５
０
１

宇
都
宮
市
塙
田
１－

１－

２
０

締

切

９
月
４
日（
水
）必
着

※
入
賞
作
品
の
発
表
は
９
月
下
旬
に

行
い
、

月

日
開
催
の「
栃
木
県

１１

２１

統
計
大
会
」に
お
い
て
表
彰
し
ま
す
。

な
お
、優
秀
作
品
は
全
国
コ
ン
ク

ー
ル
に
出
品
し
ま
す
。

主

催

栃
木
県
、栃
木
県
教
育
委

員
会
、栃
木
県
統
計
協
会

※
詳
し
く
は
県
統
計
課
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
分
別
と
資
源
物
調
査
に
ご
協
力
を
外

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
１

５７

町
環
境
委
員
会
で
は
、
７
月
に
家

庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み
と
資
源
物

の
分
別
排
出
の
調
査
と
指
導
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
地
区
の
環
境
委
員
が
立
ち
会
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

生
ご
み
及
び
資
源
物
の
回
収
日

場

所

生
ご
み
集
積
所
と
資
源
物

の
回
収
場
所

内

容

町
の
ご
み
出
し
の
決
ま
り

を
守
っ
て
い
る
か
。
資
源
物
回
収

コ
ン
テ
ナ
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ

い
て
調
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
排

出
す
る
方
に
指
導
を
し
ま
す
。

お知らせ

広 告
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特
に
指
定
の
な
い
も
の
の
申
し
込
み
は
、

土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館

撒（

）４
１
７
７

５７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
初
心
者
対
象

パ
ソ
コ
ン
相
談
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日

時

７
月

日（
木
）

１１

午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

７
月

日（
土
）

２０

午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１１

３０

場

所

町
公
民
館
２
階
第
４
研
修
室

申
込
不
要

※
日
程
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公

民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～
幻
想
的
な
世
界
へ
～

第

回

写

真

展

１４

問
町
文
化
協
会

写
真
部

石
川

撒（

）１
３
６
８

５６

期

日

７
月

日（
金
）～

日（
月
）

１２

１５

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
初
日
正
午
～

最
終
日
午
後
４
時
ま
で

会

場

町
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室

主

催

町
文
化
協
会

写
真
部

野
木
町
民
の
歌
初
心
者
講
座

問
野
木
町
民
の
歌
保
存
部

真
瀬
美
智
子

撒（

）１
６
７
３

５５

撒
０
９
０（
８
０
３
８
）６
０
３
５

多
く
の
方
に「
野
木
町
民
の
歌
」を

歌
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
で
の
ふ
れ

あ
い
や
連
携
を
深
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
初
心
者
講
座
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
講
さ
れ

た
方
は
、
既
会
員
と
共
に
町
の
事
業
、

各
種
催
し
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

日

時
８
月
４
日（
日
）・
９
月
１
日（
日
）

９
月

日（
土
）・

月

日（
土
）

２８

１０

１９

午
後
１
時

分
～
３
時

３０

内

容

「
野
木
町
賛
歌
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

」

「
野
木
町
音
頭
」

※
講
座
内
容
は
都
合
に
よ
り
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場

所

町
公
民
館

講

師

木
内

廣

さ
ん

受
講
料

無
料

対
象
者

町
内
在
住
在
勤
者

定

員

名（
先
着
順
）

２０

申

込

７
月

日（
水
）～

日（
火
）に

１０

１６

電
話
又
は
直
接
、
町
公
民
館
へ

撒（

）４
１
７
７

５７

野
木
交
響
楽
団
第
３
回
定
期
演
奏
会

問
高
橋
撒
０
９
０（
１
８
０
０
）８
４
８
１

http://nogikyo.blog93.fc2.com
/

日

時

７
月

日（
月
・
祝
）

１５

午
後
１
時
開
場

午
後
１
時

分
開
演

３０

場

所

野
木
町
文
化
会
館

（
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
）

入
場
料

無
料

曲

目

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
曲

ス
ラ
ブ
行
進
曲

ピ
ア
ノ
協
奏
曲

交
響
曲
第
５
番

ピ
ア
ノ

泊

美
紗
子

指

揮

西
谷

和
己

主

催

野
木
交
響
楽
団

後

援

野
木
町
教
育
委
員
会

国
際
交
流
協
会
の
催
し

英
会
話
教
室
・
夏
季
講
座

～
英
会
話（
基
礎
）を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
～

問
生
涯
学
習
課

撒（

）４
１
８
８

５７

町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
英
会
話

教
室
（
基
礎
）
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

７
月

日
・

日
・

１４

２１

８
月
４
日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

午
前

時
～

時

分

１０

１１

３０

場

所

町
公
民
館

講

師

ア
ン

ル
ン
先
生

（
ア
メ
リ
カ
の
大
学
を
卒
業

後
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
移

住
者
に
英
語
を
教
え
る
）

定

員

名
（
先
着
順
）

１０

受
講
料

３
０
０
円
（
教
材
費
）

申

込

７
月
５
日（
金
）～

日（
木
）

１１

ま
で
に
参
加
料
を
添
え
、

町
公
民
館
へ

国
際
交
流
協
会
の
催
し

い

け

ば

な

講

座

～
夏
の
花
か
ら
…
楽
し
む
い
け
ば
な
～

問
町
交
流
協
会
企
画
担
当（
真
瀬
）

撒（

）１
６
７
３
・
０
９
０（
８
０
３
８
）６
０
３
５

５５
日

時

７
月

日（
日
）

１４

午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

場

所

町
公
民
館

講

師

草
月
流
師
範（
当
協
会
会
員
）

定

員

先
着

名
１０

対
象
者

外
国
籍
の
方
、
日
本
の
方

ど
な
た
で
も

受
講
料

５
０
０
円

持
ち
物

身
近
に
あ
る
花
器
（
花
瓶
・
水
盤
・

サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
・
洋
酒
の
空
き
瓶
等
）

ハ
サ
ミ
・
花
包
み
（
ビ
ニ
ー
ル
風

呂
敷
程
度
で
可
）

申

込

７
月
５
日（
金
）～

日（
木
）に

１１

受
講
料
を
添
え
て
町
公
民

館
へ

生涯学習

生
涯
学
習
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親
子
セ
ミ
ナ
ー

問
町
公
民
館

撒（

）４
１
７
７

５７

親
子
で
楽
し
く
有
意
義
な
夏
休
み

に
し
ま
せ
ん
か
。
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
し
ま
し
た
外

※
日
時
・
内
容
は
別
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

会

場

町
公
民
館
、
他

対

象

町
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

（
祖
父
母
可
）

定

員

名
程
度

２５

参
加
費

一
人
１
５
０
０
円

申

込

７
月
８
日（
月
）～

日（
水
）

１７

受
講
料
を
添
え
て
町
公
民
館
へ

子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

夏
休
み
工
作
教
室

問
町
公
民
館

撒（

）４
１
７
７

５７

「
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
」

～
動
物
園
を
つ
く
ろ
う
外

日

時

７
月

日（
火
）

３０

８
月
１
日（
木
）

午
前

時
～
正
午

１０

会

場

町
公
民
館

対

象

町
内
在
住
の
小
学
生

持
ち
物

ハ
サ
ミ
、も
の
さ
し
、筆
記

用
具
な
ど

受
講
料

２
０
０
円

定

員

先
着

名
２０

講

師

Ｓ
Ｖ
Ｃ（
公
民
館
サ
ポ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

申

込

７
月
８
日（
月
）～

日（
金
）

１９

受
講
料
を
添
え
て
町
公
民
館
へ

フ
ラ
ダ
ン
ス
初
心
者
講
座

問
濱
田
美
智
子

撒（

）０
３
８
２

５６

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
外
経
験
が
な
い
方
、
大
歓
迎
。
楽

し
み
な
が
ら
基
本
の
ス
テ
ッ
プ
を
学

び
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に

心
を
癒
や
さ
れ
ま
し
ょ
う
。

日

時

７
月

日
・

日
・

日
・

１５

２２

２９

８
月
５
日
・

日
１２

い
ず
れ
も
月
曜
日

午
前

時
～

時

分

１０

１１

３０

会

場

町
公
民
館

受
講
料

無
料

持
ち
物

飲
み
物
・
汗
ふ
き
タ
オ
ル

講

師

安
部
み
き
い

さ
ん

対
象
者

町
内
在
住
在
勤
者

定

員

名（
先
着
順
）

２０

申

込

７
月
１
日（
月
）か
ら

日（
水
）

１０

電
話
又
は
直
接
、町
公
民
館
へ

撒（

）４
１
７
７

５７

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

～
た
い
こ
で
ド
ン
ド
コ
鎧
～

太
鼓（
お
は
や
し
）教
室

問
町
公
民
館

撒（

）４
１
７
７

５７

夏
の
思
い
出
に
…
。太
鼓
の
音
を
、

お
は
や
し
の
リ
ズ
ム
を
、体
で
感
じ

よ
う
外

日

時
７
月

日（
水
）・

日（
水
）

２４

３１

８
月
７
日（
水
）・

日（
水
）

２１

日（
土
）

２４午
後
７
時
～
８
時

分
頃

３０

※
８
月

日（
土
）は
発
表
会
で
演
奏

２４

場

所

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

※
発
表
会
は
町
公
民
館
前
の
予
定

対

象

町
内
在
住
の
小
中
学
生

受
講
料

無
料

定

員

先
着

名
４０

申

込

７
月
１
日（
月
）～

日（
水
）

１０

に
町
公
民
館
へ

家
族
で
テ
ニ
ス
を
鎧

第

回
夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
＆

１３
パ
パ
・
マ
マ
の
テ
ニ
ス
教
室

問
生
涯
学
習
課

撒（

）４
１
８
７

５７

町
の
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
、
家
族
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
硬
式
テ
ニ
ス
の
初
歩
を
プ

ロ
テ
ニ
ス
コ
ー
チ
が
指
導
し
ま
す
。

な
お
、
一
般
の
方
の
参
加
も
募
集
し
ま
す
。

日

時

７
月

日
・
８
月
３
日
・

２７
日
・

日
・

日

１０

２４

３１

各
土
曜
日

全
５
回

午
前
７
時
～
９
時

会

場

町
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

ジ
ュ
ニ
ア
教
室

町
在
住
小
中
学
生

パ
パ
・
マ
マ
教
室

保
護
者（
希
望
者
の
み
）

一
般
の
方

定

員

先
着

名
２０

参
加
費

２
０
０
０
円
／
１
人
（
ジ

ュ
ニ
ア
教
室
、
パ
パ
・
マ

マ
教
室
と
も
）

持
ち
物

ラ
ケ
ッ
ト
持
参（
貸
出
可
）

申

込

７
月
８
日（
月
）～

日（
金
）

１９

参
加
料
を
添
え
生
涯
学
習
課
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

生涯学習・スポーツ

親子セミナープログラム

内 容・講 師日 時回

・開講式
・体験学習「おもしろ科学」
・講師：旭岡宗廣氏

７月２４日（水）
午前１０時～正午①

・体験学習「パンチで遊ぼう」
～カードづくり

・講師：中田栄子氏 オピニオン友の会

７月３１日（水）
午前１０時～正午②

・町外研修
「太平少年自然の家他」

８月７日（水）
午前８時３０分
～午後４時

③

・親子ふれあいクッキング「コロカレー」
・講師：オピニオン友の会
・閉講式

８月２０日（火）
午前１０時～正午④

ス
ポ
ー
ツ
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プ
ー
ル
無
料
開
放
事
業

問
生
涯
学
習
課

撒（

）４
１
８
７

５７

今
年
も
野
木
二
中
プ
ー
ル
を
一
般

開
放
し
ま
す
。

開
放
日

７
月

日
～
８
月

日
ま

２７

１８

で
の
毎
週
土
・
日
曜
日

開
放
時
間

午
前

時
～
正
午

１０

午
後
１
時
～
４
時

利
用
資
格

町
在
住
在
勤
者

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

そ
の
他

・
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
着
用

・
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
１
０
０
円

（
リ
タ
ー
ン
式
）

・
水
中
歩
行
、
低
学
年
児
童
用
に

１
コ
ー
ス
調
整
台
設
置（
水
深

１
ｍ
以
下
）

・
監
視
員
の
指
示
に
従
う
事

小
学
生
水
泳
教
室

問
生
涯
学
習
課

撒（

）４
１
８
７

５７

日

時

７
月

日（
土
）・

日（
日
）

２７

２８

午
後
１
時

分
～
２
時

分

３０

３０

会

場

野
木
二
中
プ
ー
ル

対

象

町
内
の
小
学
生

（
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料

無
料

※
当
日
１
時
ま
で
に
直
接
会
場
へ

第

回
野
木
町
柔
道
大
会

２９
問
長
島
正
和
撒
０
２
８
５（

）７
３
７
７

４５

日

時

７
月

日（
土
）午
前
９
時
～

１３

会

場

野
木
中
武
道
館

申

込

問
い
合
わ
せ
先
へ

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
業

子
ど
も
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

問
生
涯
学
習
課

撒（

）４
１
８
７

５７

サ
ッ
カ
ー
に
親
し
ん
だ
こ
と
の
な

い
子
ど
も
達
に
、
広
い
ピ
ッ
チ
を
自

由
自
在
に
動
き
回
り
、
サ
ッ
カ
ー
の

醍
醐
味
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

日

時

８
月
３
日
・
９
月
７
日
・

月
５
日
、
各
土
曜
日

１０全
３
回

午
前
９
時

分
～

時

３０

１１

会

場

町
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

対

象

小
学
１
～
４
年
生
の
男
子

持
ち
物

運
動
が
で
き
る
服
装
、
サ

ッ
カ
ー
シ
ュ
ー
ズ
（
運
動

靴
可
）、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

着
替
え
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
（
貸
出
可
）

参
加
料

ク
ラ
ブ
会
員
…
３
０
０
円

非
会
員
…
…
…
６
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

講

師

鈴
木

勝
さ
ん
（
公
認
Ｂ

級
コ
ー
チ
ラ
イ
セ
ン
ス
、

Ｕ
ー
６
キ
ッ
ズ
リ
ー
ダ
ー
保
持
）

野
木
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ

申

込

７
月
４
日（
木
）～

日（
木
）

２５

参
加
料
を
添
え
問
い
合
わ

せ
先
へ

参
加
者
募
集

Ｅ
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
２
０
１
３
渡
良
瀬
大
会

問
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
栃
木
市
藤
岡
総
合
支
所
産
業
振
興
課
）

撒
０
２
８
２（

）０
９
０
６

６２

人
乗
り
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
を
利
用

１０
し
た
、
往
復
４
０
０
ｍ
の
タ
イ
ム
レ

ー
ス
を
行
い
ま
す
。

日

時

８
月

日（
土
）

２４

午
前
８
時
～
午
後
１
時

※
雨
天
・
強
風
中
止

会

場

渡
良
瀬
遊
水
地
内
谷
中
湖

（
貯
水
池
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

参
加
資
格

町
在
住
在
勤
者

１
チ
ー
ム

人
編
成

１０

性
別
問
わ
ず

参
加
費

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

申

込

７
月
８
日（
月
）～

日（
金
）

２６

参
加
料
を
添
え
て
問
い
合

わ
せ
先
へ

問
町
立
図
書
館

撒（

）２
８
１
１

５７

移
動
図
書
館（
ひ
ま
わ
り
号
）巡
回
日
程

新
橋
小

７
月
３
日（
水
）

午
後
１
時

分
～
１
時

分

１０

４０

南
赤
塚
小

７
月
４
日（
木
）

午
後
１
時
５
分
～
１
時

分
４０

佐
川
野
小

７
月
９
日（
火
）

午
後
０
時

分
～
１
時

分

５０

２０

野
木
小

７
月

日（
木
）

１１

午
後
１
時

分
～
１
時

分

１０

４０

※
一
般
の
方
も
利
用
出
来
ま
す
が
、
児
童
書

が
中
心
で
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

夏
休
み
子
ど
も
図
書
館
員
募
集

図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し
て
み
よ
う
！

日

時

８
月
７
日（
水
）～
９
日（
金
）

（
１
名
に
つ
き
、
い
ず
れ
か
１
日

）

午
前

時
～
午
後
３
時

１０

内

容

カ
ウ
ン
タ
ー
の
仕
事

図
書
館
の
活
用

募
集
人
数

名（
各
日
４
名
ず
つ
）

１２

対

象

町
内
在
住
の
小
学
５
～
６
年
生

申

込

７
月

日（
金
）～

日（
木
）

１２

１８

図
書
館
ま
た
は
電
話
で
。

※
日
時
を
第
二
希
望
ま
で
選
択
。
申

し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選
。

と
し
ょ
か
ん

スポーツ・としょかん
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お
は
な
し
会
の
予
定

☆
グ
レ
ー
ス
森

７
月
５
日（
金
）午
前

時
～

時

分

１１

１１

２０

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ
♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

対
象

幼
児

☆
ピ
ノ
キ
オ

７
月
９
日
・

日
・

日
・

日

１６

２３

３０

火
曜
日

午
前

時
～

時

分

１１

１１

２０

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ
♪
手
あ
そ
び

対
象

幼
児

☆
昔
話
の
会

８
月
４
日（
日
）①
午
前

時

分
～

１０

３０

②
午
前

時

分
～

１１

１５

♪
昔
話
の
お
は
な
し
会
・
お
は
な

し
と
絵
本
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
外

対
象

５
歳
位
～
小
学
生

☆
図
書
館
職
員

７
月

日（
土
）午
後
２
時

分
～
３
時

１３

３０

♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ
♪
折
り
紙

対
象

４
歳
位
～
小
学
生

※
会
場
は
１
Ｆ
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

新

着

図

書

案

内

酸
一
般
書

○
わ
が
ま
ま
だ
っ
て
、
い
い
じ
ゃ
な
い

（
室
井
摩
耶
子
）音
楽

○
銀
座
並
木
通
り（
池
波
正
太
郎
）文
学

○
少
女
は
黄
昏
に
住
む（
山
田
彩
人
）小
説

○
自
分
た
ち
で
つ
く
ろ
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
外
新
版

（
名
越
修
一
）社
会

○
野
の
花
ご
は
ん（
前
田
ま
ゆ
み
）料
理

酸
児
童
書

○
こ
り
ゃ
な
ん
だ（
谷
川
晃
一
）絵
本

○
中
を
そ
う
ぞ
う
し
て
み
よ

（
か
が
く
の
と
も
）絵
本

○
飛
行
機
の
し
く
み（白

鳥

敬
）機
械

○
ケ
イ
テ
ィ
と
星
月
夜

（
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
メ
イ
ヒ
ュ
ー
）美
術

※
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
新

刊
本
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

※
貸
出
中
の
場
合
は
予
約
が
で
き
ま
す
。

図
書
館
シ
ネ
マ

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
の
最
高
傑
作
で
す
。

作

品

「
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
の
雨
傘
」

日

時

７
月

日（
土
）

２０

午
後
２
時
～
３
時

分
４０

会

場

２
Ｆ
ホ
ー
ル

み
ん
な
で
に
っ
こ
り
ハ
ー
モ
ニ
ー
♪

い
ろ
ん
な
楽
器
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
外

日

時

７
月

日（
日
）

２８

午
前

時
～

時

１０

１１

会

場

２
Ｆ
ホ
ー
ル

内

容
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
伝
統
楽
器
で
遊
ぼ
う

・
み
ん
な
と
一
緒
に
劇
遊
び

対

象

ど
な
た
で
も

申

込

当
日
お
越
し
く
だ
さ
い
。

としょかん

２４年度ベストリーダー
２４年度の統計

※（ ）内は１日平均の数

一般書本 館

204回うちの３姉妹シリーズ臼290日開館日数160,904冊図書数

201回あたしんちシリーズ渦113,969人(393)人入館者数111,016冊(内訳)一 般

121回IQ84BOOK1・2・3嘘46,407人(160)人貸出利用者数41,603冊児 童

児童書187,495冊(647冊)貸出図書数3,440冊郷 土

1,524回かいけつゾロリシリーズ臼108,452冊(374冊)(内訳)一 般4,769冊参 考

639回サバイバルシリーズ渦78,857冊(272冊)児 童76冊布絵本

239回ノンタンシリーズ嘘186冊(0.6冊)布絵本2,638冊雑誌数

雑誌10,786冊(37冊)貸出雑誌数2,192点ビデオ数

289回婦人公論臼1,548点(5.3点)貸出ビデオ数4,413点CD数

218回ＡＥＲＡ渦4,095点(14点)貸出DVD数314点LD数

201回すてきな奥さん嘘8,657点(30点)貸出CD数179点テープ数

ＣＤ4点(0.1点)貸出テープ数73点CD-ROM数

27回いきものばかり～メンバーズＢＥＳＴセレクション～臼324枚貸出カード再発行枚数431点DVD数

23回1969渦４0１件1,685枚複写利用件数

19回バラッド３thealbumofＬＯＶＥ嘘学校移動図書館（５校）

DVD50日巡回日数

28回最後の忠臣蔵臼6,431人(129人)貸出利用者数

28回ドラえもん のび太と雲の王国臼18,063冊(362冊)貸出図書数

28回崖の上のポニョ臼
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開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
６
時

休
館
日

毎
月
第
１
水
曜
日
、
祝
日
、

※
今
年
度
よ
り
日
曜
日
も
開
館
し
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
予
定
は
町
Ｈ
Ｐ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新

橋

児

童

館

問
撒（

）９
１
５
５

５７

興
ハ
ー
ト
い
っ
ぱ
い
使

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
冷
や
し

中
華
を
作
っ
て
お
家
の
人
に
食
べ
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

日

時

７
月
７
日（
日
）

午
前

時
～
正
午

１０

対

象

幼
児（
３
歳
以
上
）・
小
学

生
と
保
護
者

参
加
料

１
人
１
０
０
円

申

込

～
７
月
４
日（
木
）

参
加
料
を
添
え
て
児
童
館
へ

（
電
話
不
可
）

興
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

豆
腐
を
使
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
美
味
し

い
「
ピ
タ
パ
ン
」
と
「
ナ
ン
ピ
ザ
」

を
レ
ッ
ツ
ク
ッ
キ
ン
グ
☆

日

時

７
月

日（
土
）

１３

午
前

時
～
正
午

１０

対

象

幼
児（
３
歳
以
上
）・
小
学
生
以
上

参
加
料

１
人
１
０
０
円

申

込

～
７
月

日（
木
）

１１

参
加
料
を
添
え
て
児
童
館
へ

（
電
話
不
可
）

興
パ
パ
と
パ
ワ
フ
ル
タ
イ
ム

７
月
の
パ
ワ
フ
ル
タ
イ
ム
は
…
。

傳
流
し
そ
う
め
ん
僞
で
す
。
夏
の
始

ま
り
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日

時

７
月

日（
日
）

２１

午
前

時

分
～
正
午

１０

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
料

１
組
１
０
０
円

申

込

～
７
月

日（
木
）ま
で

１８

（
電
話
不
可
）

興
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り
ふ
れ
あ
い

タ
イ
ム
。
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
を
…
。

日

時

７
月

日（
金
）

１２

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

ヶ
月
ま
で
の
親
子

１２

定

員

組
程
度

２０

参
加
料

無
料

申

込

７
月
４
日（
木
）～

（
電
話
可
）

興
親
子
で
３
Ｂ
体
操

《
ボ
ー
ル
》《
ベ
ル
》《
ベ
ル
ダ
ー
》

を
使
っ
て
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
操
し

ま
す
。
楽
し
く
運
動
し
ま
せ
ん
か
？

日

時

７
月

日（
土
）

２７

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

定

員

組
程
度

２０

参
加
料

無
料

申

込

～
７
月

日（
木
）ま
で

２５

定
員
に
な
り
次
第
締
切
ま

す
。（
電
話
可
）

興
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

ピ
ア
ノ
講
師
に
よ
る
リ
ト
ミ
ッ
ク

教
室
で
す
。
音
楽
と
体
操
の
コ
ラ
ボ

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日

時

７
月

日（
水
）

３１

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

定

員

組
程
度

１５

参
加
料

無
料

申

込

７
月
６
日（
土
）～
定
員
に

な
り
次
第
締
切
ま
す
。

（
電
話
可
）

興
さ
ん
さ
ん
ひ
ろ
ば

開
館
日
時

毎
週
月
・
火
・
木
曜
日

（
長
期
休
暇
中
・
祝
日
除
く
）

午
前
９
時
～
正
午

興
す
く
す
く
タ
イ
ム

成
長
日
記
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日

時

７
月
８
日（
月
）

午
前

時

分
～
正
午

１０

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
よ
ち
よ
ち
ぐ
み

日

時

７
月

日（
月
）

２２

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

１５

対

象

０
～
１
歳
６
ヶ
月
の
親
子

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
ひ
よ
こ
ぐ
み
・
ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
ぐ
み

ひ
よ
こ
ぐ
み

７
月
２
日
・
９
日
・

日
・

日

１６

２３

日

（
全
火
曜
日
）

３０
ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
ぐ
み

７
月
４
日
・

日
・

日
・

日

１１

１８

２５

（
全
木
曜
日
）

ど
ち
ら
も
午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

こどもひろば



13

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

問
撒（

）１
４
４
０

５4

興
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
演
技
・
体
験

テ
レ
ビ
番
組「
笑
っ
て
こ
ら
え
て
」

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
チ
ア
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
ご
存
じ

で
す
か
？
そ
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

に
挑
戦
し
て
い
る
お
姉
さ
ん
た
ち
が

児
童
セ
ン
タ
ー
に
や
っ
て
き
ま
す
外

是
非
、ご
来
館
く
だ
さ
い
外

日

時

７
月

日（
日
）

２８

午
後
２
時
～
３
時

対

象

全
利
用
者

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
お
誕
生
会

６
月
と
７
月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会
で
す
。

お
友
達
み
ん
な
で
お
祝
い
し
よ
う
外

日

時

７
月

日（
金
）

１９

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

１
歳
～
就
学
前
の
誕
生
児
と
保
護
者

定

員

組
２０

参
加
料

無
料

申

込

当
日

時
ま
で
に
児
童
セ

１０

ン
タ
ー
へ
（
始
ま
る
前
に

記
入
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
）

興
乳
幼
児
教
室
ぴ
よ
ぴ
よ
組

魔
法
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
ご
用
意
し

ま
し
た
。
タ
オ
ル
の
魔
法
の
じ
ゅ
う

た
ん
に
の
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日

時
７
月
９
日（
火
）小
麦
粉
粘
土
で
こ
ね
こ
ね

７
月

日（
火
）魔
法
の
じ
ゅ
う
た
ん

１６

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

０
～
１
歳
６
ヶ
月
の
親
子

定

員

組
２０

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
乳
幼
児
教
室
う
さ
ぎ
組

い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
ね
。
風
鈴

づ
く
り
や
お
水
で
遊
ん
で
涼
し
く
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

日

時
７
月

日（
水
）り
ん
り
ん
風
鈴
づ
く
り

１０

７
月

日（
水
）ぴ
ち
ゃ
ぴ
ち
ゃ
水
遊
び

１７

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

１
歳
７
ヶ
月
～
３
歳
の
親
子

定

員

組
２０

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

※

日（
水
）の
ぴ
ち
ゃ
ぴ
ち
ゃ
水
遊

１７び
は
濡
れ
た
り
汚
れ
た
り
し
て
も

よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

タ
オ
ル
や
お
着
替
え
の
ご
用
意
も

お
願
い
し
ま
す
。

興
乳
幼
児
教
室
ひ
ま
わ
り
組

今
月
は
、
英
語
の
先
生
が
セ
ン
タ

ー
に
来
て
英
語
教
室
を
や
り
ま
す
。

み
ん
な
で
レ
ッ
ツ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
外

日

時
７
月

日（
木
）す
い
す
い
ヨ
ッ
ト

１１

７
月

日（
木
）英
語
で
あ
そ
ぼ
う

１８

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

３
歳
１
ヶ
月
～
就
学
前
の
親
子

定

員

組
２０

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

※

日（
木
）は
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

１８
※

日（
木
）の
す
い
す
い
ヨ
ッ
ト
は

１１濡
れ
た
り
汚
れ
た
り
し
て
も
よ
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

タ
オ
ル
や
お
着
替
え
の
ご
用
意
も

お
願
い
し
ま
す
。

興
手
話
教
室

歌
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
手
話
に
挑

戦
し
ま
せ
ん
か
？

日

時

７
月

日（
火
）

２３

午
前

時
～

時

１０

１１

対

象

小
学
生
～
高
校
生

定

員

名
２０

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
書
道
教
室

夏
休
み
に
書
道
ボ
ー
イ
＆
ガ
ー
ル

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日

時

８
月
６
日（
火
）

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

小
学
生

定

員

名
２０

参
加
料

無
料

申

込

７
月

日（
土
）～

日（
水
）

２０

３１

ま
で
に
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

※
持
ち
物
…
大
筆
、小
筆
、書
道
用
下

敷
き
、文
ち
ん
、す
ず
り
、雑
巾
２
枚

興
英
語
教
室
（
低
学
年
）

前
回
、
好
評
だ
っ
た
英
語
教
室
の

小
学
校
１
～
３
年
生
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
。

日

時

８
月
８
日（
木
）

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

小
学
校
１
～
３
年
生

定

員

名
２０

参
加
料

無
料

申

込

７
月

日（
土
）～

日（
水
）

２０

３１

ま
で
に
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

こどもひろば
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※年末年始・お盆などは、お休みの場合もありますので、事前に各問い合わせ先へご確認ください。

問い合わせ先相談員内容・対象場 所日 時名 称

幼児ことばの

教室

撒（５７）４１８９

言語聴覚士
ことばの発育で気

になる事など

幼児ことばの教室

（町武道館裏）

（窓口：こども教育課）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時３０分～正午
午後１時～５時

幼児ことば

の 教 室

こども教育課

撒（５７）４１８３
相談員

児童生徒・保護者
の方の悩み、教育
に関する相談

町こども教育課
月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～正午
午後１時～５時

教 育 相 談

あすなろ教育相談室

撒（５７）４１８９（直通）
相談員

不登校に関する相

談

あすなろ教育相談室

（町武道館裏）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～正午
午後１時～３時

あ す な ろ

教育相談室

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００
社協職員

生活福祉資金等貸
付・福祉サービス利
用援助・日常的金銭
管理サービスについて

町老人福祉センター

（ホープ館）

月～金曜日
午前８時３０分
～午後５時１５分

生 活 資 金・

地 域 福 祉

権利擁護相談

法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５相談員法的な困りごと

法テラス栃木
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

月～金曜日
午前９時～正午
午後１時～４時

法テラス栃木

司法書士会

撒028（６１４）１１２２
司法書士

不動産関係、会社関

連、裁判所手続関連、

成年後見関連の相談、

供託、消費者金融会

社等の借金整理

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室
【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

【小山会場】
毎月第３土曜日（要予約）
午前１０時～午後３時
【電話相談】
毎週土曜日
午前１０時～午後３時

栃木県司法書士会

総合相談センター

小山労政事務所

撒0285（22）4032
産業カウンセラー

職場でストレスやメ
ンタルヘルス不調を
抱えている方、その
ご家族や上司・同僚
の方からの相談

小山労政事務所
県庁小山庁舎３階

毎月第４金曜日
午後１時３０分
～午後４時３０分

働く人のメンタル

ヘルス相談

行政書士会

撒028(635)1411
行政書士

成年後見・相続・遺

言・契約書・許認可

電話相談

撒０２８（６３８）０９１９

月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～午後５時

行政書士電話

相談センター

宇都宮地方法務局

撒０５７０(００３)１１０
相談員

近隣間のトラブル、
高齢者に対する虐待、
障がい者に対する差
別や偏見などの相談

電話相談

撒０５７０（００３）１１０

（全国共通）

平日
午前８時３０分
～午後５時１５分

み ん な の

人権１１０番

宇都宮地方法務局

撒０５７０(００３)１１０
相談員

夫・パートナーから
の暴力やストーカ
ー行為、女性に対す
る差別など、女性を
めぐる様々な相談

電話相談

撒０５７０（０７０）８１０

（全国共通）

平日

午前８時３０分

～午後５時１５分

女性の人権

ホットライン

生活環境課

撒（５７）４１５４
町職員

配偶者・パートナー
からの身体的、精
神的、性的などの
暴力に対する相談

町生活環境課

月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分

～午後５時１５分

DV相談

宇都宮地方法務局

撒０５７０(００３)１１０
相談員

「いじめ」、虐待な
ど、子どもの人権
問題に関する相談

電話相談

撒0120（007）110

（全国共通）

平日

午前８時３０分

～午後５時１５分

子ども人権

１１０番

こども教育課

撒（５７）４１３８
町職員
相談員

児童虐待について
の相談・通告

町公民館内こども教育課
撒０２８０（５７）４１３８
（休日・夜間）
児童虐待緊急ダイヤル
撒０２８（６６５）３６７７

月～金曜日（祝日、年末年始を除く）

午前８時３０分

～午後５時１５分

児 童 虐 待 相 談

栃木いのちの
電話事務局

撒028（６２２）７９７０
相談員自殺予防相談

電話相談

撒０１２０（７３８）５５６

毎月１０日午前８時

～１１日午前８時

フリーダイヤル
「自殺予防

いのちの電話」

一般社団法人社会的包
摂サポートセンター

相談員
生活の困窮、心の悩み、
暴力被害、仕事、自殺
念慮などの幅広い悩み

電話相談

撒０１２０（２７９）３３８
２４時間いつでも

よりそい

ホットライン

（社）日本産業カ

ウンセラー協会

撒03(5408)8651

相談員

働く人のメンタルヘ
ルス・ポータルサイト
心の健康確保と自
殺や過労死の予防

インターネットでの相談

http://kokoro.mhlw.go.jp/
２４時間いつでもこころの耳
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問い合わせ先相談員内容・対象場 所日 時名 称

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００

民生児童委員

保護司

人権擁護委員

日頃の悩みなど日

常生活について

町老人福祉センター

（ホープ館）

７月３日（水）

１７日（水）

午前１０時～正午

心配ごと相談

生活環境課

撒（５７）４１３２

人権擁護委員

行政相談委員

人権侵害の悩みや
役所などが行って
いる仕事に対する
疑問や相談

町老人福祉センター

（ホープ館）

７月１０日（水）

午前９時～正午

人 権・行 政

合 同 相 談

新橋児童館

撒（５７）９１５５
子育てサロン相談員子育てについて新橋児童館

７月１日（月）

午前１０時～正午
子育てサロン

あかつか児童センター

撒（５４）１４４０
センター職員子育てについてあかつか児童センター

７月８日（月）

午前１０時～正午
子育てサロン

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００
弁護士

財産・扶養・土地・

金銭貸借・賠償・

離婚他の問題に関

する法律相談

町老人福祉センター

（ホープ館）

７月１８日（木）

午前１０時～正午

（要事前予約）

法 律

（ 弁 護 士 ）

相 談

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００
保健師

健康管理や健康指

導について

町老人福祉センター

（ホープ館）

７月１６日（火）

午前９時３０分～１１時３０分
健 康 相 談

住民課
撒（５７）４１２７

行政書士

相続や遺言、農地転
用、開発行為など、
役所に提出する書類
や手続に関すること
・予約制
・随時受付先着４名

町老人福祉センター

（ホープ館）

７月２４日（水）

午前１０時～正午

行 政 書 士

専 門 相 談

野木町地域包括

支援センター

撒（５７）２４００

保健師

社会福祉士

介護支援専門員

高齢者についての

介護相談・総合的

な相談

友沼５８４０－７

町老人福祉センター

（ホープ館）

月～金曜日
午前８時３０分
～午後５時１５分

（緊急時は上記以外でも）

野木町地域包括

支援センター

ライフサポート
センターゆめ
撒（３３）３６２４

相談支援専門員
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとそのご家族など

丸林６３０－４

グランツブリーゼ

月～土曜日
午前８時３０分
～午後５時３０分

ライフサポート

センターゆめ

みらい
撒（５７）２６７３

相談支援専門員
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとそのご家族など

丸林３７１－１２
月～金曜日
午前１０時～午後５時

み ら い

健康福祉課
撒（５７）４１７１保健師・栄養士健康・子育てにつ

いて町保健センター毎週水曜日
（受付）午前９時３０分～１１時

健 康・育 児
相 談

町ボランティア支援
センター（きらり館）
撒（２３）１２３１

コーディネーター
ボランティアにつ
いて

町ボランティア
支援センター
（きらり館）

火～日曜日

午前９時～午後６時

ボランティア

相 談

健康福祉課
撒（５７）４１９６町職員

障がい者の虐待に
ついての相談・通
報

○来所
町保健センター
○電話相談
（平日）（５７）４１９６
(休日・夜間)
０９０（３２４６）２２６０

（来所）月～金曜日
（祝日を除く）
午前８時３０分
～午後５時１５分

（電話）随時

野 木 町 障 が
い 者 虐 待 防
止 セ ン タ ー

町消費生活センター

撒(23)１３３３
相談員

契約や取引に関する
消費者トラブル

町産業課内

消費生活センター

平日
午前９時～１２時
午後１時～４時

消費生活相談

相談コーナー
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古
河
市

算
第
８
回
古
河
花
火
大
会

～
関
東
の
ド
・
マ
ン
ナ
カ
に
咲
く
三
尺
の
大
輪
～

３
尺
玉
２
発
を
は
じ
め
ワ
イ
ド
ス
タ
ー
マ

イ
ン
な
ど
新
型
花
火
等
を
約
２
万
発
打
ち

上
げ
ま
す
。

日

時

８
月
３
日（
土
）

午
後
７
時

分
～
８
時

分

２０

５０

※
雨
天
翌
日
。

場

所

古
河
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

（
渡
良
瀬
川
河
畔
）

問
古
河
花
火
大
会
実
行
委
員
会

撒
０
２
８
０（

）３
１
１
１

９２

加
須
市

算
か
ぞ

ど
ん
と
こ
い
外
祭
り

日

時

７
月

日（
土
）～

日（
日
）

２０

２１

午
後
５
時
～
９
時

分
３０

場

所

加
須
駅
前
通
り

内

容

み
こ
し
渡
御
・
山
車
引
き
廻
し

と
ぎ
ょ

だ
し

※
当
日
は
、
午
後
５
時
～

時
ま

１０

で
の
市
街
地
の
一
部
が
車
両
通

行
禁
止
と
な
り
ま
す
。

問
商
業
観
光
課

撒
０
４
８
０（

）１
１
１
１

６２

三
国
サ
ミ
ッ
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト
情
報

ゆ～らんど（野木町健康センター） お知らせ

★毎週土曜日に農産物直売・毎週日曜日に菓子パンなどの販売をしています。

出品者の募集も行っていますのでお問い合わせください。

★日本矯体療術師協会指導者“日向野トシ先生”による手技療法治療を実施します。（毎週金曜日）

★７月２０日（土）“野木町の花ひまわりを折ってみませんか”新堀安夫先生による“夏の折り紙教室”を実施します。

参加費無料・のりもハサミも使いません。（午後１時～定員１５名）

★“平日木・金曜日”多目的ホールを子供たちの遊具を設置した親子室として無料開放しております。

※ゆ～らんどに入館する際に別途入場料が必要になります。

★馬場純子先生による‘やさしいヨガ教室’を開催しております。（毎週月曜日、午前１０時３０分～１１時３０分）

★平日おべんとう・お惣菜の販売をしています。（ダイニングでめきん午前１１時３０分～午後１時３０分・午後５時３０分～７時）

★７月のお風呂 温泉…（男女露天風呂）２７（土）・２８（日）《西那須野温泉大鷹の湯》

薬用クール風呂…（男女露天風呂）１３（土）・１４（日）

★開館時間午前10時～午後８時 酒類の持ち込み禁止

○都合により、変更、臨時休館になる場合がございます。詳しくはお問い合わせください。

住所 野木町南赤塚１５１４

電話 ０２８０－５７－０７５５

指定管理者 宮ビルサービス（株）

休館日 火曜日



(７)

トピックス ～町の話題・投稿～

野
木
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

検
討
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

今
年
度
中
の
条
例
策
定
を
目
指
し
、

第
１
回
は
４
月

日
、
第
２
回
は
５

２３

月

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

名
の

２１

１２

委
員
に
よ
り
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、

野
木
町
の
歴
史
を
盛
り
込
む
等
、
地

域
の
特
色
を
活
か
し
た
条
例
と
な
る

よ
う
、
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

虫

バ

イ

菌

さ

よ

う

な

ら

６
月
２
日（
日
）、
小
山
歯
科
医
師

会
と
の
共
催
に
よ
り「
フ
ッ
素
塗
布
・

歯
の
健
康
相
談
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
２
８
２
名
の
親
子
が
歯
科

衛
生
士
か
ら
歯
磨
き
の
お
話
し
を
聞

い
た
り
、
フ
ッ
素
を
塗
布
し
て
歯
の

健
康
相
談
を
歯
科
医
師
か
ら
受
け
た

り
と
、
歯
の
衛
生
に
努
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
き
れ
い
な
歯
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。

第
２
回
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
が

行
わ
れ
ま
し
た

６
月
８
日（
土
）、
の
ぎ
水
辺
の
楽

校
で
「
第
２
回
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
主

催
・
の
ぎ
水
辺
の
楽
校
応
援
倶
楽
部
、

共
催
・
野
木
分
館
で
開
催
さ
れ
、
ホ

タ
ル
が
飛
ぶ
ま
で
の
間
に
は
、
古
河

和
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏

や
野
木
太
極
拳
同
好
会
に
よ
る
太
極

拳
演
武
も
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
観
客

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

午
後
８
時
頃
に
ホ
タ
ル
が
飛
び
始

め
る
と
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
幻
想
的
な
光
の
美
し
さ
に
歓
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

田
植
え
体
験

農
地
・
水
対
策
取
組
地
区
の
「
れ

ん
げ
の
里
川
田（
代
表
鈴
木
敏
男
氏
）
」

に
よ
る
セ
ル
プ
花
の
方
々
を
対
象
に

し
た
田
植
え
体
験
が
、
６
月

日（
月
）

１０

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
鈴
木
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
も
、
参
加

者
は
初
め
て
の
田
植
え
体
験
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
秋
に
は
、
育
っ
た

稲
を
収
穫
す
る
「
稲
刈
り
体
験
」
も

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

れ
ん
げ
畑
で
体
験
学
習

農
地
・
水
対
策
取
組
地
区
の
「
れ

ん
げ
の
里
川
田（
代
表
鈴
木
敏
男
氏
）
」

が
主
催
す
る
体
験
学
習
が
、今
年
も

５
月
９
日（
木
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
佐
川

野
小
学
校
１
・
２
年
生
の
児
童
達
は

満
開
の
れ
ん
げ
畑
を
走
り
回
っ
た
り
、

花
を
集
め
た
り
と
貴
重
な
体
験
を
し

て
い
た
よ
う
で
す
。



町
政
功
労
等
表
彰

町
表
彰
審
査
会
に
よ
り
、
次
の
皆

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

（
敬
称
略
）

○
町
政
功
労

消
防
団
員

年

渡
邉
忠
夫

１８

町
医

年

菊
池
宏
典

１５

○
町
政
功
績

消
防
団
員

年

波
多
野
康
弘
／

１０

関
根

毅
／
廣
瀬
和
章
／

関
根
忠
尚
／
渡
邉
昌
文
／

知
久
敦
則
／
木
村
崇
則
／

鈴
木
規
郎

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

年
／
岡
部
昭
男

１１国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

年
／
中
野
正
則

１０民
生
事
務
委
託
委
員

年
／

１０

赤
松
和
子

○
善
行

寄
付

茨
城
県
民
生
活
協
同
組
合

代
表
理
事
理
事
長

横
塚
安

／

株
式
会
社
油
春
商
店

代
表
取
締

役

関
口
昌
男

平
成

年
度
関
東
ス
ポ
ー
ツ

２５
推
進
委
員
功
労
者
表
彰

６
月
７
・
８
日
に
開
催
さ
れ
た
、
平

成

年
度
関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研

２５
究
大
会
（
於

神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
）

で
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
小
澤
洋
子

さ
ん
が
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
・
振
興
へ
の
貢
献
が
認
め

ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に
鈴
木
隆
守
氏

５
月

日
、
臨
時
議
会
に
お
い
て
、

２３

鈴
木
隆
守
氏
が
議
会
代
表
と
し
て
監

査
委
員
に
選
任
さ
れ
、
任
命
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

トピックス ～町の話題・投稿～

広告募集中

「広報のぎ」に掲載する有料広告を募集します。

モノクロ１段枠（横１７５㎜×縦４０㎜）１６,０００円／月

モノクロ半段枠（横８５㎜×縦４０㎜） ８,０００円／月

※この記事のサイズが「半段枠」です。
※審査の結果、掲載できない場合があります
※詳しいことはお問い合わせください。

問政策課撒（５７）４１３３

町ホームページに掲載するバナー広告

を募集します。

１枠当たり：７，０００円／月

天地６０ピクセル、左右１２０ピクセル、

容量８KB以内、形式GIF・JPEG

※審査の結果、掲載できない場合があります
※詳しいことはお問い合わせください。

問政策課撒（５７）４１３３

投
稿
俳
句

野
木
俳
句
会

走
り
根
を
風
の
甘
噛
み
夏
隣

石
川
和
子

し
な
や
か
に
夕
日
ま
と
え
る
ふ
じ
の
花

石
塚
初
栄

青
空
を
こ
ま
ぎ
れ
に
し
て
夏
欅

軽
部
榮
子

真
っ
黒
に
空
を
返
し
て
夏
来
る

小
林

武

白
梅
や
誤
作
動
多
き
五
体
か
な

田
村
行
子

追
憶
の
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
と
ふ
豆
の
花

藤
間
雅
江

初
夏
の
雲
吾
と
道
草
の
仲
間

あ

中
島
伊
都

マ
ロ
ニ
エ
の
花
や
ホ
テ
ル
に
泊
ま
ら
ん
か

名
井
ひ
ろ
し

田
水
引
く
平
素
の
平
和
蘇
る

山
崎
と
き

帰
り
船
ば
た
や
ん
先
に
星
と
逝
く

吉
田
研
二
郎

せ
せ
ら
ぎ
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
朝
の
揚
雲
雀

秋
元
幸
治

(８)

５月２３日町長室にて 小澤 洋子さん



家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

気
温
の
高
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
食
中
毒
が
多
発
し
ま
す
。
家
庭

で
で
き
る
予
防
の
３
原
則
は
「
付
け

な
い
、
増
や
さ
な
い
、
や
っ
つ
け
る
」

鞄
付
け
な
い
…
洗
う
外

鞄
増
や
さ
な
い
…
低
温
で
保
存
外

鞄
や
っ
つ
け
る
…
加
熱
処
理
外

◎
予
防
の
基
本
は
正
し
い
手
洗
い

【
正
し
い
手
の
洗
い
方
】

基
本
は
「
石
け
ん
を
使
っ
て
水
道

水
で
よ
く
洗
い
流
す
こ
と
」
で
す
。

渡
良
瀬
遊
水
地
環
境
学
習
講
座

７
月
観
察
会
参
加
者
募
集

問
渡
良
瀬
遊
水
地
湿
地
資
料
館

撒
０
２
８
２（

）５
５
５
８

６２

死a
ku
ri@
w
a
ta
ra
se
.o
r.jp

第
２
回
植
物
観
察
会

四
季
折
々
の
代
表
的
な
植
物
を
観

察
し
ま
す
。
植
物
の
暮
ら
し
や
増
え

方
の
多
様
性
、
そ
し
て
他
の
生
き
物

と
の
か
か
わ
り
な
ど
も
意
識
し
な
が

ら
、
渡
良
瀬
遊
水
地
の
植
物
に
親
し

み
ま
し
ょ
う
。

日

時

７
月

日（
木
）

１１

午
後

時
～

時

１０

１２

（
９
時

分
～
受
付
）

３０

講

師

加
藤

裕
一

氏

参
加
費

無
料

募
集
人
員

名
３０

集
合
場
所

子
ど
も
広
場
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
前

申

込

開
催
日
１
週
間
前
ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
メ
ー
ル
ま

た
は
電
話
に
て
お
申
込
く

だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
「
体
験
学
習
セ
ン

タ
ー
わ
た
ら
せ
」
で
の
講
話
に
な

り
ま
す
。

トピックス ～町の話題・投稿～

(９)

エゾミソハギ
（埼玉レッドリスト種）

ハンゲショウ
（栃木・群馬・埼玉レッドリスト種）

←

指先、爪の間も念入り
に洗う

両指の股をこすり合わ
せ、指の間を洗う

忘れがちな親指も、付
け根から指先まで念入
りに

手首も忘れずに

石けんを付けて泡立て、
手のひらどうしをよく
こすり合わせる

両手の甲をこすり洗い
する

←

←←←



(１０)

広報連絡委員レポート

広
報
連
絡
委
員
レ
ポ
ー
ト
３
２
６

元
気
な
高
齢
期「
健
康
寿
命
」

を
長
く
延
ば
そ
う

広
報
連
絡
委
員

須
田
成
治

い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
た

い
…
年
を
取
っ
て
も
出
来
る
だ
け
長

く
、
健
康
で
過
ご
し
た
い
…
そ
れ
は

誰
も
が
願
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ

し
て
今
「
健
康
寿
命
」
と
い
う
言
葉

が
盛
ん
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
健
康
寿
命
と
は
「
一
生
の
う

ち
で
健
康
で
支
障
な
く
日
常
の
生
活

が
送
れ
る
期
間
の
こ
と
で
、
何
歳
ま

で
元
気
で
暮
ら
せ
る
か
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
」
で
あ
る
と
い
う
。
健
康
な
期

間
が
長
く
な
れ
ば
年
を
重
ね
る
ほ
ど

人
生
は
円
熟
味
を
増
し
、
昔
は
味
わ

え
な
か
っ
た
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
り
、
計
り
知
れ
な
い
喜
び
や
楽

し
み
、
面
白
い
事
な
ど
も
味
わ
う
こ

と
が
出
来
て
豊
か
な
老
後
に
結
び
つ

き
、
本
人
に
と
っ
て
幸
福
な
の
で
す
。

そ
こ
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
や
適
度
の

運
動
、
生
活
習
慣
を
整
え
る
等
云
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
生
は
い

く
つ
に
な
っ
て
も
楽
し
い
も
の
、「
も

う
年
だ
か
ら
」「
ど
う
せ
」「
い
ま
さ

ら
」
と
い
う
言
葉
や
、
そ
の
よ
う
な

弱
気
・
あ
き
ら
め
・
マ
イ
ナ
ス
思
考

は
気
力
・
体
力
を
低
下
さ
せ
て
自
分

自
身
を
敗
北
・
老
い
に
追
い
込
む
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る
の

で
す
。
高
齢
者
に
は
今
ま
で
長
く
生

き
た
分
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
っ

て
い
る
に
違
い
な
い
し
、
豊
か
な
人

生
経
験
が
あ
り
・
貴
重
な
体
験
・
知

識
と
知
恵
・
力
が
あ
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ

が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

「
ま
だ
こ
れ
か
ら
」「
生
涯
現
役
」

と
い
う
プ
ラ
ス
思
考
に
変
え
、
社
会

か
ら
孤
立
（
孤
独
）
し
な
い
よ
う
に

高
齢
者
と
し
て
の
誇
り
と
勇
気
、
さ

ら
に
好
奇
心
と
外
交
性
を
も
っ
て
外

の
空
気
に
触
れ
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に

興
味
を
も
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に

参
加
し
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
直
接

楽
し
む
こ
と
、
即
ち
地
域
に
積
極
的

に
溶
け
込
ん
で
、
活
躍
の
場
に
参
加

し
て
地
域
社
会
の
貴
重
な
財
産
と
し

て
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
自
分
の
た

め
、
家
族
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
活
動

の
場
を
得
る
と
い
う
こ
と
は
多
く
の

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
交
流
と
絆
を
深

め
る
こ
と
で
新
し
い
発
見
に
も
遭
遇

で
き
る
し
、
触
れ
合
う
人
が
多
い
環

境
で
常
に
適
度
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
り
、

自
分
自
身
に
刺
激
と
緊
張
感
を
与
え
、

気
持
ち
が
若
く
な
り
張
り
が
で
る
こ

と
に
な
る
と
同
時
に
、
脳
を
活
性
化

さ
せ
て
老
い
・
気
力
・
体
力
低
下
防

止
の
特
効
薬
に
な
り
、
こ
れ
が
健
康

寿
命
を
延
ば
す
大
切
な
要
素
で
あ
る

と
私
は
思
う
の
で
す
が
、
み
な
さ
ん

は
い
か
が
で
す
か
。
残
り
の
人
生
を

「
悠
々
自
適
」
な
ん
て
云
わ
な
い
で

「
せ
か
せ
か
人
生
」
で
い
い
の
だ
。

せ
か
せ
か
、
元
気
に
明
る
く
笑
顔
で

楽
し
く
生
き
生
き
と
毎
日
を
過
ご
そ

う
で
は
な
い
か
。

聞

き

取

り

調

査

先
日
、
片
野
さ
ん
、
室
井
さ
ん
、
関
根
さ
ん
、
知
久
さ
ん
か

ら
、
煉
瓦
製
造
、
煉
瓦
窯
の
状
況
を
伺
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

お
話
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

関
根
さ
ん
に
は
、
今
回
の
聞
き
取
り
調
査
の
た
め
に
、
片
野

さ
ん
、
室
井
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
片
野
さ
ん

は
昭
和

年
入
社
、

歳
に
な
る
ま
で

年
間
勤
務
し
ま
し
た
。

２６

７６

５０

お
仕
事
は
経
理
が
主
で
あ
り
ま
し
た
。
室
井
さ
ん
は
昭
和

年
４６

入
社
、
そ
の
後
宇
都
宮
の
関
連
会
社
に
転
勤
、
昭
和

年
本
社

５７

（
野
木
町
）
に
戻
る
。
室
井
さ
ん
は
「
技
術
者
」
と
し
て
入
社

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
室
井
さ
ん
の
お
話
で
す
。
昭
和

年
、

５８

煙
突
が
傾
い
て
い
る
こ
と
で
測
定
し
ま
し
た
。
南
西
方
向
に
約

度
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
？
（
現
在
傾
き
は
０
・
７
度
南
西
と

１０言
わ
れ
て
い
ま
す
）「
文
建
協
」
に
確
認
の
う
え
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ

ー
プ
を
一
段
上
に
あ
げ
ま
し
た
。
鉄
骨
の
枠
も
上
に
乗
せ
ま
し

た
。
当
初
は
上
か
ら
３
段
は
無
か
っ
た
。
そ
の
時
、
ワ
イ
ヤ
ー

も
交
換
し
、
煙
突
基
礎
部
分
（
屋
根
と
の
接
合
部
分
）
の
枠
も

補
強
し
ま
し
た
。
昭
和

・

年
頃
と
思
い
ま
す
。（
続
く
）

５８

５９野
木
町
煉
瓦
窯
を
愛
す
る
会

（
後
中
央
）知
久
さ
ん
、

（
右
）知
久
さ
ん
、

（
前
）片
野
さ
ん
、
室
井
さ
ん
、

関
根
さ
ん

図
面
で
の
説
明



野木町煉瓦窯野木町煉瓦窯をを

未来に残すために未来に残すために！！

伺
ご
提
案
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
外

町
政
へ
の
ご
提
案
や
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
今
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

胸
お
手
紙
で

宛
先

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５（
住
所
不
要
）

野
木
町
長

真
瀬
宏
子

行

胸
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

姉
０
２
８
０（

）４
１
９
０

５７

胸
メ
ー
ル
で

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

「
ご
意
見
箱
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
。

(１１)

〈
キ
ラ
輪
号
〉
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
町
社
会
福
祉
協
議
会

撒（

）３
１
０
０

５７

都
市
整
備
課

撒（

）４
１
６
１

５７

〈
キ
ラ
輪
号
〉
は
、
町
の
中
な
ら

「
ど
こ
か
ら
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
」

乗
り
降
り
で
き
る
、
公
共
の
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
出

か
け
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
利
用
に
は
あ
ら
か
じ
め

登
録
が
必
要
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予約センター
緯５４－５５１５
平日午前８時～
午後４時３０分

煉瓦窯の保存修復費用として、

皆さんの寄附金・募金を受付けています。

産５月末までにご協力いただいた寄附金・募金

寄附金 ７，６７５，８６０

（内ふるさと納税２，６０９，０００円）

募 金 ８５８，８９５

計 ８，５３４，７５５

問生涯学習課撒（５７）４１８８

野木町煉瓦窯を

未来に残すために！

円

円

円

等
で
盛
り
あ
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

上
三
川
町
や
益
子
町
を
多
く
の
町

民
が
訪
れ
交
流
が
図
れ
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
当
日
は
、
各

町
の
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
す
。
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

真
っ
青
な
夏
空
に
は
な
ん
と
言

っ
て
も
ひ
ま
わ
り
の
大
輪
が
お
似

合
い
で
す
。
太
陽
に
向
う
姿
を
見

て
い
る
と
元
気
づ
け
ら
れ
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
町
の
花
「
ひ
ま

わ
り
」
が
愛
さ
れ
続
け
て

年
、
今

３６

年
は
皆
様
に
お
配
り
し
た
ひ
ま
わ

り
の
種
も
一
役
買
っ
て
、
お
客
様

を
お
迎
え
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

街
中
に
溢
れ
る
ひ
ま
わ
り
で
お
客

様
を
お
迎
え
出
来
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

今
年
の
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は

８
月
２（
金
）３（
土
）４（
日
）日
で
す
!

梅
雨
も
い
つ
の
間
に
か
過
ぎ
、

む
し
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
い
よ
い
よ
夏
本
番
、
我
が
町
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
年
は
町
制
施
行

周
年

５０

を
記
念
す
る
お
祭
り
と
な
り
ま
す

の
で
、
盛
大
に
行
い
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
実
行
委
員
の
皆
様

も
、
色
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し

て
下
さ
っ
て
現
在
準
備
中
で
す
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
遊
覧
飛
行

や
ポ
ニ
ー
に
乗
っ
て
の
ひ
ま
わ
り

見
学
な
ど
、
特
別
な
催
し
も
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
今
年
は
じ
め
て
「
ひ
ま
わ
り

サ
ミ
ッ
ト
」
も
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

野
木
町
・
上
三
川
町
・
益
子
町
は
、

ひ
ま
わ
り
で
町
お
こ
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
三
町
で
連
携
を
と

っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
町
民
が
お
互
い
に
ひ
ま
わ
り
を

見
学
し
あ
い
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

町内の交通事故

５件数

５
月
累
計

０死者

６傷者

２６
(１)

件数
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

２５

２
(１)

死者
（増減）

２７
(△３)

傷者
（増減）

町内の救急出場

８３
出場
件数５

月
累
計

７９
搬送
人員

１５９
(△１７)

出場
件数
（増減）

年
度
累
計
（
前
年
比
）

２５

１４６
(△１８)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

７空き巣

５
月
累
計

１自動車盗

１車上ねらい

３自転車盗

１７
(９)

空き巣
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

２５

６
(３)

自動車盗
（増減）

１９
(１５)

車上ねらい
（増減）

１４
(２)

自転車盗
（増減）



解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

５
月

日
（
土
）「
第

回
栃
木
県
植
樹
祭
」が
、町
総
合
運
動
公
園
に
て
行
わ
れ

１８

５１

ま
し
た
。
今
年
は
、
野
木
町
町
制
施
行

周
年
・
栃
木
県
誕
生
１
４
０
年
を
記
念
し

５０

関
係
者
約
７
５
０
人
を
お
迎
え
し
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
野
木
町
平
成
会
な
ど
４
団
体
が
県
緑
化
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
、

南
赤
塚
小
緑
の
少
年
団
に
よ
る
緑
化
活
動
の
発
表
や
野
木
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
植
樹
で
は
、
福
田
知
事
、
真
瀬
町
長
な
ど
に
よ
り
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
カ
ワ

ヅ
ザ
ク
ラ
な
ど
５
種
類
の
桜
と
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
計
１
２
７
本
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
新
橋
小
緑
の
少
年
団
が
「
１
０
０
年
後
の
未
来
の
た
め
に
、
す
べ
て
の

生
き
も
の
が
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
元
気
な
森
を
残
し
ま
す
」
と
、
と
ち
ぎ
の
元
気

な
森
づ
く
り
憲
章
を
発
表
し
ま
し
た
。

「
栃
木
県
植
樹
祭
」

平
成

年
７
月
１
日
発
行

広
報
の
ぎ
（
５
０
２
号
）
鞄
発
行

野
木
町

蒲
編
集

野
木
町
広
報
委
員
会

●
野
木
町
役
場
政
策
課
秘
書
広
報
係

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１

撒
０
２
８
０（

）４
１
３
４

２５

５７

広報のぎ

は
、
資
源
物
の
回
収
は
と
て
も
大

切
で
す
。
分
別
を
す
る
際
に
、
資

源
物
か
そ
う
で
な
い
か
を
も
う
一

度
確
認
願
い
ま
す
。
ま
た
、
空
き

缶
・
ビ
ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
軽

く
水
洗
い
を
し
て
か
ら
出
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は

中
身
が
残
っ
て
い
た
り
、
そ
の
た

め
に
き
れ
い
な
も
の
ま
で
汚
れ
て

し
ま
う
場
合
が
多
く
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
汚
れ
て
し
ま

う
と
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
再
度
出
す

際
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ

野
木
町
の
ご
み
処
理

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
１

５７

営
ご
み
の
排
出
量
と
削
減
に
つ
い
て

町
民
の
皆
様
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
「
ご
み
」
の
量
は
平
成

年
度
か

２１

ら
増
加
し
て
お
り
、
一
人
が
一
日
に

出
す
ご
み
の
量
は
、
平
成

年
度
で

２４

は
平
均
で
７
１
１
扱
で
す
。

町
で
は
、
皆
様
に
こ
れ
ま
で
も

「
ご
み
の
減
量
化
」
や
「
分
別
の
徹

底
」
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
こ
数
年
ご
み
の
排
出
量
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
も
う
一
度
日
常
生

活
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
み

を
減
ら
す
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
生
ご
み
の
量
は
、
毎
年
増
え
て
い

ま
す
。
ご
み
総
量
に
占
め
る
割
合

は
約

昏
で
、
生
ご
み
の
約

昏

５７

８０

は
水
分
で
す
。
水
切
り
を
し
っ
か

り
と
行
う
こ
と
で
排
出
量
は
減
り

ま
す
し
、
水
分
漏
れ
に
よ
る
袋
の

破
れ
や
カ
ラ
ス
等
の
被
害
を
防
ぐ

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

○
資
源
物
の
量
は
、
ご
み
総
量
の
増

加
に
反
し
て
減
っ
て
い
ま
す
。
限

り
あ
る
資
源
を
活
用
す
る
た
め
に

町
制
施
行

周
年
記
念
事
業

５０

記
念
植
樹
の
様
子

緑
の
少
年
団
に
よ
る
緑
化

活
動
発
表


